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  IBC
 Vietnam

3rd Floor CTSC Building

1 Ba Trieu Street, Hoan Kiem District,Hanoi

I.B.C  Vietnam Co.,Lt
（Ichikawa Business Consultant Vietnam Co.,Lt)

Tel;84-4-3936-6616（Ex,132）　Fax;84-4-3936-6617

携帯番号；84-90-380-5937（海外より）

　　　　　    090-380-5937（ベトナム国内）

〈事業内容〉

Ⅰ．投資促進事業　

Ⅱ．企業進出支援事業　

Ⅲ．その他事業

豊富な経験に基づき、

親切・丁寧なコンサルティングをモットーにしています。

代表取締役；市川　匡四郎

International Credit Information,Ltd.

業務内容：ベトナム法人調査レポート販売
対象国：ヨーロッパ 20ヶ国、アジア&パシフィック 36ヶ国、
　　　　アフリカ 18ヶ国、アメリカ等世界各国
日本では 30年以上の歴史のある国際企業調査レポート会社

ー 1企業：3万円（日本語版 35,000 円）

㈱アイエスシー　E-mail：isc_t@hotmail.com

　　　　　　　　TEL：03-5229-8001

お気軽にお問い合わせください。（サンプルレポート差し上げます）

Design for your Dream
  株式会社 アイエスシー
　　住所    ：東京都文京区関口 1-4-10
　　TEL　：03-5229-8001　　Mail    : isc_t@hotmail.com

「どうしたら良いかな」と思ったら、お気軽にご相談下さい。

International Scientific Consultants.,inc
 URL　：http://www.gogoisc.com/

皆さまの『夢』に寄り添い、実現に向け『共に歩む』ことが我々の使命です。

事業内容

安心の実績と信頼でベトナムビジネスを協力サポート

・企業進出支援
・農業・医療・教育に関するコンサルティング
・視察団の形成・受入サポート
・政府プロジェクト・イベントサポート
・各種企画手配

お気軽にお問合せ下さい。

在ベトナム購読窓口　担当：Thuy(Ms.)　TEL：091-515-3640

ベトナム・タイムズ　

デイリー配信いたします！

ベトナムの今を毎日お届けします

お問合せ：電話：03-5229-8001　
      Mail: vietnamtimes@hotmail.co.jp  代表：朝妻 小津枝

ベトナム情報をデイリーでメール配信いたします（月～金）

現地の新聞から気になる記事をピックアップ

２週間お試しキャンペーン中！

イベント・セミナー情報

■2013 年 3月 6日（水）
第 2回 ASEAN 新年賀詞交換ネットワーキング
主催；日本アセアンセンター
■2013 年 3月 15 日（金）
ベトナム・インドネシア　ビジネスセミナー
主催：ジェトロ大分
■2013 年 3月 5日（火）～ 7日（木）
HVACR　Vietnam　2013
暖房・空調・換気・冷凍・空気濾過・浄化関連の見本市
開催地；ホーチミン
■2013 年 4月 11 日（木）～ 13 日（土）
COSMO　BEAUTE　Vietnam　2013
化粧品・美容・スパ・ウェルネス・ボディーケア・ネイル　他
開催地；ホーチミン
■2013 年 3月 23 日（土）、26 日（火）
志の輔らくご講演 In ベトナム
実施主体；志の輔らくご In ベトナム実行委員会
■2013 年 3月 29 日（金）、30 日（土）
オペラ「夕鶴」
会場：ベトナム・ハノイ市オペラハウス
実施主体；オペラ「夕鶴」実行委員会
■2013 年 4月 16 日（火）～ 6月 9日（日）
大ベトナム展
会場；九州国立博物館
※会場・時間など詳細を必ず主催者に確認して下さい。

総合

公益社団法人ベトナム協会スタートにあたって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

社団法人ベトナム協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うつだ　　しょうえい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　槍　田　松　瑩

　当協会は , 外務省許可の下、１９６５年 ( 昭和４０年）に設立され、今年で４７年目を迎えますが、このたび公益
社団法人への移行が正式に認定され、平成２５年４月１日付けをもちまして「公益社団法人ベトナム協会」として
再出発することとなりました。折りしも、平成２５年は日本ベトナム国交樹立４０周年にあたるところ、この記念
すべき年に、公益社団法人として新たなスタートをきれることを大変嬉しく思います。

　さて、昨今、チャイナプラスワンとして益々期待の高まるベトナムですが、まだ広く一
般の方々にまで、その実際の姿が周知されているとは言い難い面もあります。そこで私たち新生ベトナム協会は、
ベトナムに関する経済、産業、文化、教育等の正確な情報提供の場を作り、会員の皆様をはじめ広く社会一般にベ
トナムのことを良く知って頂くことによって、微力ではありますが、あらゆる分野で日越両国の発展、親善に貢献
していきたいと考えております。そのために、例えば、ベトナムに関するセミナーや講演会、研究会等の開催を通じて、
ベトナムを良く知る有識者の方達からお話を聞く機会を設けたり、あるいは直接にベトナム企業や団体、ベトナム
の方達と接点をもつことのできる機会を提供しようと考えています。また、ベトナムの将来を担う日本留学生や元
留学生への支援・交流を通じての、末永い日越親善の礎造りにも引き続き努めて参りたいと思います。

　こうした中、平素より当協会の運営に格別のご支援を頂いている法人会員及び個人会員の皆様におかれましては、
公益社団法人移行後も、引き続き新生ベトナム協会へのご支援とご指導を賜りますよう、この場を借りしまして、
宜しくお願い申し上げます。

お問合せ先
　　　社団法人ベトナム協会　事務局

　　　　　　　　　　事務局長　小川　弘行
　〒106-0032　東京都港区六本木 6-5-17 俊兼ビル 2F

 TEL　+81 334 033 449    Mail； ogawa1305@yahoo.co.jp
 　　　　　　　　　　　  http://www.javn.or.jp/

日越外交関係樹立 40 周年記念事業

オペラ「夕鶴」

　2013 年 3 月 29 日（金）と 30 日（土）、ベトナム・ハノイ市にあるハノイオペラハウスでオペラ「夕鶴」が上演さ
れる。それにさきだち都内で発表記者会見が行われた。
本年は日越外交関係樹立 40 周年を迎えるに当たり、両国の関係のさらなる発展の為、記念行事の一環としてオペラ「夕
鶴」（台本：木下順二の戯曲、團伊玖磨作曲）をハノイに於いて公演。ベトナムは東南アジアに於いて最もクラッシッ
ク音楽のレベルが高く、国民に広く愛されておりベトナム戦争中に於いても、国立交響楽団は疎開しながら練習を欠
かさなかったほどである。
オペラ「夕鶴」は佐渡に伝わる民話を題材にし、「恩返し」の重要性をテーマにしている。ベトナム語で「ありがとう」
は「感恩―カムオンと発音」と言い、まさに「恩」を感じるということで儒教と大乗仏教が未だに社会の律する基本
であるベトナム人は日本人と同じフィーリングで「恩」を感じることが出来る民族であると考えられる。又同じよう
な題材の民話がベトナムにも存在するという。「夕鶴」を通じてベトナム人と日本人の近似性を相互に再認識すること
は国民レベルでの相互信頼に資するものになるであろう。
今回の「夕鶴」の特徴は
①4名の歌手は日本人であるが、演出にベトナム人を起用すると共に子供達及び 10 名前後のベトナム人ダンサーを起
　用。また音楽はベトナム国立交響楽団が本名徹次氏の指揮で演奏する。
②4名の歌手はもとより村の子供たちに至るまでの全衣装をコシノジュンコ氏が担当する。コシノ氏は、「オペラは本
　来、『観に行く』と言われる通り、視覚でも楽しむもの。『夕鶴』は日本の田舎の物語だったので衣装も今までは落
　ち着いたものが多かったが、これを機に日本のオペラも世界で見ごたえのある舞台になれば…」と意気込みを語った。
③会場は 1911 年（ベトナムはフランス植民地時代）フランスがパリのオペラ座を模して建造したもので、規模は小
　さい（550 名収容）が非常に立派な建物である点も見ものである。

日時：
2013 年 3月 29 日（金）、30 日（土）
会場：
ハノイ市オペラハウス
お問合せ事務局：
首都圏夕鶴後援会
（担当；長坂　TEL； 090-3510-2065）
チケット情報：
http://vnso.org.vn/vnso/

ベトナム進出・ベトナム企業とのビジネスをお考えの方へ！

2013 年 5月末
【製造業企業様限定】　

工業団地現地視察ツアーをご用意させて頂きます。

2013 年 5月末、ベトナム現地
工業団地視察ツアーを行います。
製造業の企業様で、ベトナムでの
工場進出をお考えまたは、興味の
ある企業様はこの機会に一度
現地を視察してみませんか？

ベトナムからアジアへ

STAR TRADE INTERNATIONAL 株式会社では
さまざまな業界の皆様に工業団地視察・
現地視察ツアー、現地企業との交流・
マッチングをご提案させて頂きます。

私たちは企業様のベトナムビジネス成功
をお手伝いさせて頂きます。

まずは現地視察・市場調査など実際ベトナム
を肌で感じることが大切です。

STAR  TRADE  INTERNATIONAL  CO.,LTD
住所：東京都豊島区南池袋 2-49-7 池袋パークビル 1階　担当：粕谷

tel：03-4570-8658 E-mail:info@startrade-intl.com

お問合せ

自
動
車
産
業
の
回
復
を
図
る
新
た
な

政
策
方
針
の
提
案
を
指
示

　
　
　
　
　
　
　

　
　
ベ
ト
ナ
ム
政
府

　

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
こ
の
ほ

ど
、
こ
の
１
年
間
の
国
内
自
動

車
産
業
の
低
迷
と
深
刻
な
経
済

不
況
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、

財
務
省
お
よ
び
商
工
省
に
新
た

な
政
策
方
針
を
提
案
す
る
よ
う

指
示
し
た
。

　

２
０
１
２
年
、
ベ
ト
ナ
ム
で

は
自
動
車
市
場
全
体
で
９
万
２

５
８
４
台
（
前
年
比
33
％
減
）

し
か
売
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
原

因
は
、
経
済
不
況
の
影
響
だ
け

で
な
く
、
過
度
な
税
負
担
に
も

よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
付
加
価
値
税
、
輸

入
税
、
特
別
消
費
税
、
登
録
料
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
発
行
料
、

道
路
保
全
料
な
ど
、
複
数
の
税

お
よ
び
手
数
料
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
自
動

車
を
所
有
す
る
に
は
米
国
に
比

べ
て
約
２
．
５
倍
の
費
用
が
か

か
り
、
そ
の
税
負
担
の
重
さ
か

ら
、
ベ
ト
ナ
ム
人
は
も
は
や
自

動
車
を
所
有
し
た
が
ら
な
く

な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
と

い
う
。

　

一
方
、
市
場
低
迷
の
圧
力
は
、

国
内
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
に

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
ベ

ト
ナ
ム
自
動
車
工
業
会
（
Ｖ
Ａ

Ｍ
Ａ
）
に
加
盟
す
る
す
べ
て
の

会
員
各
社
が
、
２
０
１
２
年
は

販
売
が
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
た

め
、
在
庫
を
回
避
す
る
べ
く
生

産
量
を
縮
小
し
た
。
２
０
０
４

年
に
打
ち
出
し
た
「
自
動
車
業

界
発
展
計
画
」
か
ら
１
０
年
近

く
が
経
過
し
、
現
在
は
そ
の
方

向
性
と
政
策
制
度
を
見
直
し
、

問
題
点
を
改
め
、
市
場
の
す
う

勢
や
経
済
状
況
の
変
化
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ホ
ア

ン
・
チ
ュ
ン
・
ハ
イ
副
首
相
は

財
務
省
に
対
し
、
商
工
省
、
計

画
投
資
省
、
運
輸
省
と
協
力
し

て
、
自
動
車
産
業
の
長
期
的
な

発
展
の
た
め
の
方
策
（
特
に
税

政
策
と
投
資
優
遇
策
）
を
ま
と

め
る
よ
う
指
示
。
商
工
省
は
今

後
、
各
関
係
機
関
と
と
も
に
、

（
１
）自
動
車
産
業
の
現
状（
２
）

「
２
０
１
０
年
ま
で
の
自
動
車

業
界
発
展
戦
略
お
よ
び
プ
ラ

ン
」
の
実
現
結
果
（
３
）
自
動

車
産
業
の
長
所
お
よ
び
短
所

（
４
）
世
界
の
自
動
車
産
業
お

よ
び
自
動
車
消
費
市
場
の
方
向

性
（
５
）
自
動
車
産
業
に
対
す

る
各
国
（
特
に
ベ
ト
ナ
ム
と
同

程
度
に
発
展
し
て
い
る
国
）
の

関
連
政
策
を
詳
細
に
分
析
し
、

自
動
車
産
業
の
具
体
的
で
長
期

的
な
発
展
の
方
向
性
を
見
極
め

る
と
と
も
に
、「
２
０
２
０
年

ま
で
の
自
動
車
産
業
発
展
戦
略

お
よ
び
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
＆
30

年
ま
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
28
日

ベ
ト
ナ
ム
プ
ラ
ス
電
子
版
）

夕方帰宅ラッシュ時の風景。家路に向かう車やバイクで溢れる市内。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベトナム・ハノイ

グエン・タン・ズン首相
土地法改正案の５月１０日

までに完成を指示
　

グ
エ
ン
・
タ
ン
・
ズ
ン
首

相
は
こ
の
ほ
ど
、
天
然
資
源
・

環
境
省
に
対
し
、
土
地
法
改

正
案
に
対
す
る
意
見
を
集
約

し
、
２
０
１
３
年
５
月
10
日

ま
で
に
完
成
さ
せ
て
、
国
会

常
務
委
員
会
に
提
出
す
る
よ

う
指
示
し
た
。
こ
れ
に
従
い
、

土
地
法
改
正
案
は
政
府
お
よ

び
各
省
・
都
市
人
民
評
議
会
、

人
民
委
員
会
な
ど
の
サ
イ
ト

に
全
文
が
掲
載
さ
れ
、
各
機

関
、
組
織
、
個
人
な
ど
か
ら

広
く
意
見
を
収
集
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

意
見
を
求
め
る
対
象
は
、

各
レ
ベ
ル
人
民
評
議
会
お
よ

び
人
民
委
員
会
、
各
政
治
・

社
会
組
織
、
企
業
、
研
究
所
、

大
学
、
人
民
の
各
層
と
し
て

い
る
。
意
見
は
、（
１
）
各
機

関
に
直
接
、
文
書
な
ど
で
寄

せ
る
（
２
）
地
域
ご
と
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
て
討
論

す
る
（
３
）
政
府
、天
然
資
源
・

環
境
省
、
土
地
管
理
総
局
、

人
民
評
議
会
、
人
民
委
員
会

の
サ
イ
ト
か
ら
送
る
な
ど
の

方
法
が
あ
る
。

　

ズ
ン
首
相
の
指
示
に
よ
り
、

情
報
通
信
省
は
今
後
、
人
民

の
意
見
の
受
け
付
け
や
転
送

に
関
し
て
郵
政
機
関
を
指
導

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

ベ
ト
ナ
ム
の
声
放
送
、
ベ
ト

ナ
ム
テ
レ
ビ
局
、
各
報
道
機

関
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

サ
イ
ト
に
専
用
の
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
、
人
民
の
意
見
や

提
案
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
発
信
・

反
映
さ
せ
、
ま
と
め
た
意
見

を
13
年
４
月
５
日
ま
で
に
天

然
資
源
・
環
境
省
に
送
る
こ

と
に
な
っ
た
。
天
然
資
源
・

環
境
省
は
そ
れ
ら
の
結
果
を

ま
と
め
、
同
４
月
15
日
ま
で

に
政
府
へ
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

土
地
法
に
関
し
て
は
、
ベ

ト
ナ
ム
政
府
は
ド
イ
モ
イ
以

降
、
こ
れ
ま
で
に
４
回
、
公

布
し
て
き
た
（
１
９
８
７
年

土
地
法
、
１
９
９
３
年
土
地

法
、
１
９
９
８
年
土
地
法
改

正
、
２
０
０
３
年
土
地
法
改

正
）。
１
９
８
７
年
土
地
法
で

は
、
個
人
の
長
期
的
土
地
使

用
を
認
め
、
期
限
付
き
で
土

地
を
交
付
す
る
こ
と
を
明
記

し
た
。
国
か
ら
農
民
に
土
地

が
割
り
当
て
ら
れ
、
20
年
間

の
土
地
使
用
権
が
与
え
ら
れ

た
。

　

１
９
９
３
年
土
地
法
で
は
、

土
地
使
用
目
的
を
工
業
や
都

市
開
発
に
変
更
す
る
際
に
は

国
が
土
地
の
評
価
を
行
う
権

利
を
有
す
る
こ
と
な
ど
が
定

め
ら
れ
た
。
１
９
９
８
年
土

地
法
改
正
で
は
、
土
地
使
用

権
を
他
人
の
生
産
お
よ
び
経

営
の
た
め
に
出
資
す
る
こ
と

を
認
め
た
。

　

２
０
０
３
年
土
地
法
改
正

で
は
、
個
人
が
土
地
使
用
権

を
登
記
・
譲
渡
・
賃
貸
す
る

た
め
の
具
体
的
な
手
続
き
が

詳
細
に
定
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
農
地
に
関
す
る
変
更
点

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
農
民
は

土
地
使
用
目
的
を
変
更
す
る

権
利
が
な
い
ま
ま
で
、
農
地

が
農
業
以
外
の
目
的
に
変
わ

る
際
に
は
国
が
農
地
評
価
額

を
基
に
補
償
金
を
計
算
し
た
。

そ
の
た
め
、
土
地
収
用
時
に

は
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
、
陳
情
や
訴
訟
が
相
次
い

だ
。
今
回
の
改
正
で
は
、
土

地
を
収
用
す
る
際
に
発
生
す

る
問
題
を
解
消
す
る
べ
く
、

具
体
的
な
規
定
が
盛
り
込
ま

れ
る
ほ
か
、
農
地
を
優
先
的

に
維
持
す
る
こ
と
が
配
慮
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

（
１
月
29
日
Ｖ
Ｎ
エ
コ
ノ
ミ
ー

電
子
版
な
ど
）

　

ガ
ソ
リ
ン
価
格

   

引
き
上
げ
な
い
こ
と
を
決
定　

財
務
省

　

財
務
省
は
28
日
、
ガ
ソ
リ
ン

の
販
売
管
理
に
関
す
る
文
書
を

公
布
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

財
務
省
は
世
界
市
場
で
の
ガ
ソ

リ
ン
価
格
の
変
動
な
ど
を
分
析

し
た
上
で
、
現
行
の
ガ
ソ
リ
ン

小
売
価
格
は
基
本
価
格
（
価
格

安
定
基
金
へ
の
拠
出
分
を
含
ま

な
い
価
格
）
を
下
回
っ
て
い
る

と
判
断
。
具
体
的
に
は
、
ガ
ソ

リ
ン
「
Ｒ
Ｏ
Ｎ
92
」
の
現
在
の

小
売
価
格
は
基
本
価
格
よ
り
１

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
２
９
７
ド
ン

安
く
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
オ
イ
ル
も

同
２
１
６
ド
ン
、
灯
油
が
同
１

８
４
ド
ン
、
重
油
は
同
１
５
８

ド
ン
安
く
な
っ
て
い
る
と
し

た
。
そ
の
上
で
、
財
務
省
と
商

工
省
は
、
国
と
企
業
と
消
費
者

の
利
害
の
調
和
を
勘
案
し
、
こ

れ
ら
の
ガ
ソ
リ
ン
お
よ
び

デ
ィ
ー
ゼ
ル
オ
イ
ル
な
ど
の
販

売
価
格
を
引
き
上
げ
な
い
こ
と

で
一
致
。
併
せ
て
、
販
売
業
者

に
は
価
格
安
定
基
金
か
ら
の
補

助
金
の
使
用
・
増
額
を
認
め
た
。

具
体
的
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
に
対

す
る
補
助
額
は
現
行
よ
り
１

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
２
０
０
ド
ン

増
額
さ
れ
て
５
０
０
ド
ン
に
、

灯
油
は
同
１
０
０
ド
ン
増
額
の

４
０
０
ド
ン
に
、
重
油
は
同
１

０
０
ド
ン
増
え
て
４
０
０
ド
ン

と
な
り
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
オ
イ
ル

に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
補
助

金
ゼ
ロ
だ
っ
た
の
を
１
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
２
０
０
ド
ン
の
補
助

を
開
始
す
る
と
し
た
。
同
決
定

は
１
月
28
日
午
後
４
時
に
発
効

し
た
。（
１
月
28
日
テ
ィ
エ
ン

フ
ォ
ン
・
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
）
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海
外
進
出
支
援
事

業
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

　

株
式
会
社
フ
ォ
ー
バ
ル
は

1980

年
に
設
立
し
ま
し
た
。

当
時
は
、
情
報
通
信
と
い
う
も

の
が
未
発
達
で
し
た
。
情
報
通

信
業
界
の
矛
盾
や
常
識
を
独
自

の
発
想
で
く
つ
が
え
し
、
お
客

様
に
と
っ
て
の
「
新
し
い
あ
た

り
ま
え
」
を
提
供
す
る
こ
と
で

中
小
企
業
の
コ
ス
ト
削
減
や
売

上
ア
ッ
プ
な
ど
経
営
の
改
善
に

大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

環
境
変
化
が
進
む
中
に
お
い

て
、
常
に
中
小
企
業
が
環
境
適

応
し
て
い
く
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

の
が
弊
社
の
役
割
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

今
後
、
中
小
企
業
が
事
業
を
永

続
し
て
い
く
た
め
に
は
海
外
進

出
が
必
ず
必
要
に
な
る
と
考

え
、
中
小
企
業
へ
の
新
た
な
価

値
提
供
と
し
て
海
外
進
出
支
援

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
代
表
取
締
役
会
長
で

あ
る
大
久
保
秀
夫
が
、2008

年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
支
援

を
行
う
公
益
財
団
法
人

「CIESF

」
を
設
立
し
た
こ
と
で

す
。
途
上
国
の
教
師
を
育
て
る

た
め
に
日
本
の
経
験
豊
か
な
教

師
を
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
派
遣
し
、
現
地
の
教
育
レ
ベ

ル
向
上
に
貢
献
す
る
「
国
境
な

き
教
師
団
」
や
、
働
く
場
が
少

な
い
途
上
国
で
将
来
の
雇
用
を

創
出
す
る
起
業
家
育
成
の
た
め

の
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
教
育

を
受
け
た
現
地
の
子
供
た
ち
に

働
く
場
を
提
供
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
想
い
を

抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同

時
に
日
本
に
お
い
て
も
チ
ャ
イ

ナ
・
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
と
し
て
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
注
目
す
る
企
業
が

増
え
て
い
た
た
め
、2010

年

に
日
本
企
業
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
進

出
を
支
援
す
る
た
め
、「
フ
ォ
ー

バ
ル
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
を
設
立
し

ま
し
た
。
そ
の
後
ベ
ト
ナ
ム
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
現
地
法
人
、
駐
在
事
務
所
を

設
立
し
、
4
カ
国
5
拠
点
か
ら

中
小
企
業
の
海
外
進
出
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
更
に
中
小
製
造
業
の
海

外
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

て
、
安
心
し
て
進
出
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
「JSC

イ
ン
ド

ネ
シ
ア
」、「JSC

ベ
ト
ナ
ム
」

と
い
っ
た
中
小
企
業
向
け
レ
ン

タ
ル
工
場
も
開
設
し
ま
し
た
。

―
―
―

「 JCS

ベ
ト
ナ
ム
」
に

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
「JSC

ベ
ト
ナ
ム
」
と
は
日

系
中
小
企
業
専
用
の
レ
ン
タ
ル

工
場
で
す
（Japanese 　

SM
E’

ｓ　

Center

の
略
称
）。

レ
ン
タ
ル
工
場
と
い
う
形
態
は

以
前
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
で
も
あ
り

ま
し
た
が
、
最
小
区
画2000

㎡
〜
な
ど
規
模
が
大
き
く
、
か

つ
契
約
期
間
も
長
期
の
も
の
が

中
心
で
し
た
。
実
際
に
中
小
企

業
の
必
要
と
し
て
い
る
も
の
と

は
ミ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
も
の
も

多
く
、
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
が
現
状
で
し
た
。

そ
こ
で
弊
社
で
は
最
小
区
画

288

㎡
、
契
約
期
間
も
最
短
3

年
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
で
の
低

リ
ス
ク
を
実
現
し
ま
し
た
。
ソ

フ
ト
面
で
も
改
善
し
ま
し
た
。

大
手
企
業
と
は
違
い
中
小
企
業

の
現
地
派
遣
社
員
は
工
場
長
一

人
だ
け
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
一
人
で
現
地
の
ワ
ー
カ
ー

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
工
場
を
稼
動
さ
せ
、

更
に
は
法
律
・
物
流
な
ど
の
問

題
・
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
く
て

は
い
け
な
い
。
そ
こ
で
「
本
業

に
徹
底
的
に
集
中
し
て
も
ら

う
」
た
め
、
弊
社
で
は
各
工
業

団
地
内
に
フ
ォ
ー
バ
ル
の
ス

タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
法
律
・
物

流
な
ど
企
業
の
抱
え
る
様
々
な

問
題
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
工

業
団
地
の
中
に
日
本
語
で
対
応

で
き
る
機
能
が
あ
る
た
め
一
人

で
も
安
心
し
て
操
業
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

日
本
に
い
る
時
と
近
い
環
境
で

本
業
に
専
念
で
き
る
の
で
す
。

　

他
に
も
IT
関
係
に
不
備
が

あ
っ
た
場
合
に
す
ぐ
に
対
応
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

弊
社
は
情
報
・
通
信
分
野
が
本

業
な
の
で
、
海
外
進
出
支
援
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
な
く
IT
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

株
式
会
社
フ
ォ
ー
バ
ル

創
業
以
来
、
中
小
企
業
の
経
営
を
支
援
し
続
け
て
い
る
株
式
会
社
フ
ォ
ー
バ
ル
。

そ
の
フ
ォ
ー
バ
ル
が
現
在
「
中
小
企
業
の
東
南
ア
ジ
ア
進
出
支
援
」

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
海
外
進
出
支
援
事
業
の
特
徴
な
ど

同
社
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
大
久
保
翼
氏
に
話
を
聞
い
た
。

と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ

せ
て
い
ま
す
。

―
―
―
 

中
小
企
業
に
特
化
し

た
レ
ン
タ
ル
工
場
は
あ
ま
り
見

か
け
な
い
が
。

　

我
々
が
32
年
間
ず
っ
と
中
小

企
業
と
お
付
き
合
い
し
支
え
ら

れ
て
き
た
中
で
、
昨
今
中
小
企

業
が
経
営
に
苦
し
ん
で
い
る
と

こ
ろ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
何

か
貢
献
で
き
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
手
間
が
掛
か
っ
た
と
し

て
も
そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
な

く
中
小
企
業
が
海
外
進
出
を
成

功
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
か
を
考
え
抜
い
て
支
援
を
始

め
ま
し
た
。
当
初
は
そ
れ
で
も

な
か
な
か
中
小
企
業
の
海
外
進

出
が
思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
は
現
地
工
場
の

規
模
や
サ
ポ
ー
ト
面
で
中
小
企

業
に
マ
ッ
チ
し
た
工
業
団
地
が

あ
ま
り
無
か
っ
た
か
ら
で
す
。

今
ま
で
の
日
系
工
業
団
地
は
一

つ
の
団
地
内
で
大
型
、
小
型
の

レ
ン
タ
ル
工
場
が
併
用
さ
れ
て

い
る
も
の
が
多
く
、
結
局
は
大

き
く
借
り
て
も
ら
う
ほ
う
が
手

間
が
か
か
ら
ず
、
収
益
性
も
高

い
た
め
、
中
小
企
業
に
対
し
て

の
サ
ポ
ー
ト
が
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
て
い
る
状
況
が
一
部
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
弊
社
は
中

小
企
業
の
進
出
に
サ
ー
ビ
ス
を

特
化
し
、
一
番
大
き
く
て

1152

㎡
サ
イ
ズ
。288

㎡
か

ら
の
小
さ
い
タ
イ
プ
を
充
実
さ

せ
た
レ
ン
タ
ル
工
場
を
ご
用
意

し
ま
し
た
。

―
―
―
―
 

竣
工
時
期
は
？

　

2013

年
の
春
に
竣
工
予
定

で
す
。
実
際
現
地
を
み
て
既
に

入
居
を
決
め
ら
れ
た
企
業
様
も

い
ま
す
。

日
本
で
新
卒1

人
を
雇
う
コ
ス

ト
で
、
現
地
で
は
小
さ
な
レ
ン

タ
ル
工
場
と
ワ
ー
カ
ー
を
数
名

雇
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
成
長

著
し
い
東
南
ア
ジ
ア
に
工
場
を

持
て
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
魅

力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
 

今
後
の
展
開
に
つ
い

て
。

　

中
小
企
業
の
皆
様
に
弊
社
が

提
供
す
る
中
小
企
業
に
特
化
し

た
レ
ン
タ
ル
工
場
「JSC

ベ
ト

ナ
ム
」
を
最
大
限
に
ご
活
用
頂

き
、
日
本
の
中
小
企
業
の
海
外

進
出
を
実
現
・
成
功
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
弊
社
は
先
日

「VCCI

（
ベ
ト
ナ
ム
商
工
会
議

所
）」
と
も
提
携
を
し
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
企
業
と
日
本
企
業

の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
も
行
っ
て

い
き
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

中
小
企
業
に
と
っ
て
海
外
進

出
は
大
き
な
リ
ス
ク
と
捉
え
ら

れ
が
ち
で
あ
る
。
実
際
今
ま
で

は
そ
う
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
そ
う
し
た
中
、
株
式
会
社

フ
ォ
ー
バ
ル
が
現
在
も
っ
と
も

関
心
の
高
い
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
低
投
資
・
低
リ
ス

ク
の
日
系
中
小
企
業
向
け
レ
ン

タ
ル
工
場
を
開
設
し
た
。
同
社

ベ
ト
ナ
ム
人
ス
タ
ッ
フ
の

ブ
ー
・
シ
ー
・
ミ
ン
・
チ
ャ
ン

さ
ん
は
言
う
「
日
本
に
来
て
既

に
5
年
に
な
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム

に
つ
い
て
誤
っ
た
情
報
が
ま
だ

ま
だ
溢
れ
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ

ム
人
は
流
行
に
敏
感
で
あ
る
と

か
、
ベ
ト
ナ
ム
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
現
地
の
本
当
の
情
報
を
お

伝
え
し
た
い
。
ベ
ト
ナ
ム
と
日

本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
・
習
慣

を
理
解
し
て
い
る
の
で
、
よ
り

的
確
な
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
問
合
せ
下

さ
い
。」

中
小
企
業
の
海
外
進
出
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
は
確
実
に
下
が
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

中
小
企
業
の
た
め
の
レ
ン
タ
ル
工
場
を
開
設

問い合わせ先
株式会社フォーバル
〒150-0001
東京都渋谷区神宮前 5-52-2 青山オーバルビル 14F
Tel：0120-952-008
Email：info@kaigaiadvisers.jp
担当：海外事業グループ　大久保、松尾、チャン

ベ
ト
ナ
ム
企
業
に
対
日
輸
出

拡
大
の
チ
ャ
ン
ス

　
　
　

安
倍
首
相
の
訪
問
で
各
紙
報
道

　

日
本
の
安
倍
晋
三
首
相
が
ベ

ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
を
「
21
世
紀
の
発
展
の
中
心

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
」
と
語

り
、
首
相
就
任
後
の
初
の
外
遊

先
に
選
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、

複
数
の
ベ
ト
ナ
ム
紙
が
「
ベ
ト

ナ
ム
企
業
に
と
っ
て
対
日
輸
出

拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
報
じ
て

い
る
。
サ
イ
ゴ
ン
テ
ィ
エ
ッ
プ

テ
ィ
電
子
版
で
も
、「（
安
倍
首

相
の
来
越
は
）
日
本
企
業
に

と
っ
て
は
精
神
的
な
追
い
風
と

な
る
だ
ろ
う
。
ベ
ト
ナ
ム
企
業

は
、
新
た
な
事
業
展
開
に
向
け

た
準
備
を
始
め
て
い
る
」
と
伝

え
た
。

　

同
紙
に
よ
れ
ば
、「
製
品
の

60
%
は
日
本
向
け
」
と
話
す
サ

イ
ゴ
ン
第
３
縫
製
株
式
会
社
の

フ
ァ
ム
・
ス
ア
ン
・
ホ
ン
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
、
縫
製
業
界
全
体
の
概
要

に
つ
い
て
、「
こ
れ
ま
で
日
本

は
、
米
国
と
欧
州
に
次
ぐ
３
番

目
の
市
場
だ
っ
た
。
し
か
し
、

２
０
１
２
年
は
日
本
市
場
が
前

年
比
10
％
増
、
米
国
市
場
は
変

わ
り
な
し
で
、
欧
州
市
場
が
減

少
。
そ
の
結
果
、
欧
州
向
け
と

日
本
向
け
の
輸
出
が
同
程
度
に

な
っ
た
」
と
話
し
、「
注
目
す

べ
き
は
、
米
国
お
よ
び
欧
州
向

け
の
輸
出
価
格
が
下
が
っ
て
い

る
中
で
、
日
本
向
け
は
安
定
し

て
い
る
こ
と
」
と
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
、「
日
本
の
消
費
は
回

復
し
て
い
る
が
、
中
国
製
の
縫

製
品
の
輸
入
は
減
少
し
て
い

る
。
日
本
企
業
は
、
中
国
以
外

の
国
（
ベ
ト
ナ
ム
を
含
む
）
に

商
品
を
求
め
て
い
る
か
ら
だ

だ
」
と
分
析
し
、
ベ
ト
ナ
ム
製

縫
品
に
と
っ
て
日
本
市
場
に
は

多
く
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と

語
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
ク
ア
ン
ミ
ン
工
芸
品

会
社
の
チ
ャ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
・

ナ
ム
社
長
は
、
対
日
輸
出
を
初

め
て
か
ら
の
15
年
間
を
振
り
返

り
、「
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
関

係
は
日
増
し
に
発
展
し
て
い

る
。
日
越
経
済
連
携
協
定
に
よ

り
、
多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
製
品
が

低
い
関
税
率
を
享
受
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
日
本
市
場
の
将

来
は
魅
力
的
だ
。
日
本
企
業
は

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
を
と
て

も
大
切
に
し
、
第
三
者
に
も
進

ん
で
紹
介
す
る
。
そ
の
た
め
、

過
去
に
日
本
と
取
引
の
あ
っ
た

こ
と
の
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
企
業
に

は
有
利
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
話

し
て
い
る
。

　

日
本
ア
セ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の

イ
ン
テ
リ
ア
部
門
の
専
門
家

で
、
株
式
会
社
セ
ン
ス
オ
ブ
ラ

イ
フ
代
表
取
締
役
の
阪
本
洋
氏

は
、「
日
本
企
業
は
今
、
日
本
経

済
は
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
諸
外
国

と
協
力
し
な
け
れ
ば
発
展
は
厳

し
い
と
考
え
て
い
る
。
ベ
ト
ナ

ム
企
業
は
、
日
本
市
場
に
参
入

す
る
た
め
の
戦
略
を
立
て
る
べ

き
だ
。
日
本
人
の
し
好
や
消
費

レ
ベ
ル
は
変
化
し
て
い
る
。
価

格
が
安
い
と
い
う
だ
け
で
商
品

を
求
め
る
人
は
減
り
、
便
利
さ

や
機
能
の
多
さ
で
選
ん
だ
り
、

高
級
品
を
好
む
人
や
、
品
質
と

価
格
の
バ
ラ
ン
ス
で
選
ぶ
人
が

増
え
た
」
と
説
明
す
る
。

ホ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
も
ナ
ム
社
長
も
、

「
日
本
の
業
者
は
製
品
に
対
す
る

要
求
は
厳
し
い
が
、
常
に
協
力

的
で
あ
り
、
進
ん
で
問
題
を
共

有
し
て
問
題
を
解
決
し
よ
う
と

す
る
」と
の
意
見
だ
。阪
本
氏
も
、

「
日
本
向
け
商
品
を
生
産
す
る
ベ

ト
ナ
ム
企
業
は
原
材
料
を
中
国

か
ら
輸
入
す
べ
き
で
な
く
、
日

本
や
ア
セ
ア
ン
各
国
の
原
料
を

使
用
す
る
こ
と
で
特
恵
関
税
を

活
用
す
べ
き
だ
」
と
の
意
見
を

示
し
て
い
る
と
い
う
。（
サ
イ
ゴ

ン
テ
ィ
エ
ッ
プ
テ
ィ
電
子
版
な

ど
）

　

英
国
の
国
際
的
な
市
場
調
査

会
社
ユ
ー
ロ
モ
ニ
タ
ー
の
統
計

に
よ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
洗
剤

市
場
は
長
年
に
わ
た
っ
て
右
肩

上
が
り
の
伸
び
を
維
持
し
て
お

り
、
売
上
額
は
２
０
０
６
年
の

３
兆
８
０
０
０
億
ド
ン
か
ら
11

年
に
は
７
兆
３
０
０
０
億
ド
ン

に
拡
大
、
16
年
に
は
８
兆
６
０

０
０
億
ド
ン
ま
で
成
長
す
る
見

通
し
だ
と
い
う
。
た
だ
、
市
場

は
外
資
２
社
が
独
占
し
て
い
る

状
況
で
、
30
社
以
上
の
国
内
企

業
は
日
増
し
に
シ
ェ
ア
を
狭
め

て
い
る
問
題
が
あ
る
と
い
う
。

　

２
０
１
２
年
は
、
不
況
の
中

で
多
く
の
消
費
財
で
購
買
力
の

落
ち
込
み
が
み
ら
れ
た
が
、
洗

剤
市
場
は
10
％
の
伸
び
を
達

成
。
ベ
ト
ナ
ム
は
、
人
口
規
模

が
約
９
０
０
０
万
人
あ
り
、
平

均
所
得
も
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
生
活
必
需
品
に
対
す

る
需
要
は
依
然
と
し
て
高
い
。

洗
剤
業
界
に
は
今
後
も
成
長
の

チ
ャ
ン
ス
は
大
き
い
」
と
み
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
問
題
は

利
益
の
多
く
を
外
国
企
業
に
吸

収
さ
れ
、
国
内
企
業
は
シ
ェ
ア

を
ど
ん
ど
ん
狭
め
て
い
る
こ
と

だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

商
工
省
競
争
管
理
局
が
ま
と
め

た
「
２
０
１
２
年
経
済
に
お
け

る
10
分
野
の
競
争
評
価
報
告

書
」
で
は
、
７
つ
の
分
野
で
一

部
の
企
業
に
よ
る
独
占
的
な
状

況
が
起
き
て
い
る
と
分
析
。
特

に
、
洗
剤
市
場
は
独
占
的
な
傾

向
が
顕
著
で
、
ユ
ニ
リ
ー
バ
と

プ
ロ
ク
タ
ー
ア
ン
ド
ギ
ャ
ン
ブ

ル
（
Ｐ
＆
Ｇ
）
と
い
う
外
資
２

社
の
ほ
ぼ
独
壇
場
と
な
っ
て
い

る
と
し
て
い
る
。

　

ユ
ニ
リ
ー
バ
は
、
２
０
０
８

〜
11
年
期
に
「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
」
ブ
ラ

ン
ド
の
洗
剤
で
ベ
ト
ナ
ム
市
場

を
席
巻
し
た
。
シ
ェ
ア
は
65
％

を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
次

い
で
、Ｐ
＆
Ｇ
の
洗
剤
「
Ｔ
ｉ

ｄ
ｅ
」が
シ
ェ
ア
23
％
を
獲
得
。

残
り
12
％
を
「
Ｄ
ａ
ｓ
ｏ
」「
Ｍ

ｙ　

Ｈ
ａ
ｏ
」「
Ｖ
ｏ　

Ｄ
ａ

ｎ
」
な
ど
の
国
内
企
業
の
製
品

や
輸
入
品
が
分
け
る
形
と
な
っ

て
い
る
。

　
「
競
争
評
価
報
告
書
」
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

競
争
を
妨
げ
る
よ
う
な
行
為
は

発
生
し
て
い
な
い
が
、
ユ
ニ

リ
ー
バ
と
Ｐ
＆
Ｇ
は
ベ
ト
ナ
ム

で
大
き
な
シ
ェ
ア
を
固
め
た

後
、
生
産
活
動
を
縮
小
し
、
国

内
の
中
小
企
業
や
零
細
工
場
を

借
り
て
製
品
加
工
を
す
る
方
式

に
変
化
し
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
２
社
は
、「
生
産
」
か
ら
「
ブ

ラ
ン
ド
の
構
築
と
流
通
シ
ス
テ

ム
の
構
築
」
に
力
点
を
移
行
さ

せ
た
の
だ
。
多
く
の
国
内
企
業

は
、
生
き
残
る
た
め
に
下
請
け

と
な
る
こ
と
を
受
け
入
れ
、
最

初
は
注
文
も
多
く
、
単
価
も
魅

力
的
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た

め
、
国
内
企
業
は
独
自
ブ
ラ
ン

ド
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
関
心

を
も
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

経
済
状
況
が
厳
し
く
な
り
、
購

買
力
が
落
ち
込
ん
で
く
る
と
、

注
文
も
減
少
。
そ
の
時
に
な
っ

て
、
改
め
て
市
場
を
奪
取
し
よ

う
と
し
た
が
、
す
で
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

各
専
門
家
は
、
市
場
は
す
で

に
ユ
ニ
リ
ー
バ
と
Ｐ
＆
Ｇ
の
製

品
で
占
め
ら
れ
、
市
場
を
左
右

し
て
い
る
と
認
め
つ
つ
、「
国

内
ブ
ラ
ン
ド
（
Ｍ
ｙ　

Ｈ
ａ
ｏ

や
Ｖ
ｏ　

Ｄ
ａ
ｎ
な
ど
）
が
消

費
者
を
引
き
付
け
た
い
と
願
う

な
ら
、
価
格
を
Ｏ
Ｍ
Ｏ
や
Ｔ
ｉ

ｄ
ｅ
よ
り
30
〜
40
％
安
く
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
す
る
が
、

洗
剤
の
原
材
料
は
輸
入
に
頼
っ

て
お
り
、
価
格
は
常
に
変
動
す

る
た
め
、
国
内
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
そ
の
影
響
は
小
さ
く
な

い
と
も
指
摘
す
る
。

　

競
争
管
理
局
の
競
争
管
理
・

監
視
部
チ
ャ
ン
・
フ
オ
ン
・
ラ

ン
部
長
は
、「
こ
う
し
た
状
況

が
続
け
ば
、
価
格
操
作
や
市
場

操
作
な
ど
が
起
こ
り
、
競
争
が

不
健
全
化
し
て
い
く
恐
れ
も
あ

る
」と
懸
念
し
て
い
る
と
い
う
。

（
1
月
22
日
サ
イ
ゴ
ン
ザ
イ

フ
ォ
ン
電
子
版
な
ど
）

洗
剤
市
場
が
堅
調
な
伸
び

　
　
外
資
２
社
が
独
占
状
態
と
い
う
問
題
も

携
帯
大
手
３
社
に
罰
金

　

情
報
通
信
省
通
信
局
は
こ
の

ほ
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
の
通
信
大
手

３
社
（
ベ
ト
テ
ル
、
モ
ビ
フ
ォ

ン
、
ビ
ナ
フ
ォ
ン
）
に
対
し
、

プ
リ
ペ
イ
ド
携
帯
電
話
の
加
入

時
に
必
要
な
個
人
情
報
の
登
録

を
怠
っ
た
と
し
て
、
計
１
億
１

８
５
０
万
ド
ン
の
罰
金
を
科
す

と
通
達
し
た
。

　

同
局
に
よ
れ
ば
、
プ
リ
ペ
イ

ド
携
帯
電
話
加
入
者
に
対
す
る

管
理
を
強
化
す
る
と
し
た
グ
エ

ン
・
タ
ン
・
ズ
ン
首
相
の
指
示

に
従
い
、
情
報
通
信
省
と
公
安

が
共
同
で
、
プ
リ
ペ
イ
ド
携
帯

の
加
入
者
に
関
す
る
情
報
を
調

査
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
公
安
か
ら

デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
、
各
関

連
機
関
と
共
同
で
、
プ
リ
ペ
イ

ド
携
帯
加
入
に
関
す
る
管
理
状

況
を
精
査
し
た
と
い
う
。
そ
の

結
果
、
ベ
ト
テ
ル
、
モ
ビ
フ
ォ

ン
、
ビ
ナ
フ
ォ
ン
の
大
手
３
社

の
い
ず
れ
に
も
、
携
帯
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
入
す
る
際

の
登
録
手
続
き
に
お
い
て
、
必

要
な
情
報
管
理
を
怠
っ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

し
、
ベ
ト
テ
ル
に
７
０
０
０
万

ド
ン
、
モ
ビ
フ
ォ
ン
に
２
３
５

０
万
ド
ン
、
ビ
ナ
フ
ォ
ン
に
は

２
５
０
０
万
ド
ン
の
罰
金
を
科

す
行
政
処
分
を
行
っ
た
と
い

う
。
中
に
は
、
必
要
な
情
報
を

登
録
し
な
い
加
入
者
に
は
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
守
ら
れ
て
い

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い

う
。（
１
月
22
日
Ｖ
Ｎ
エ
コ
ノ

ミ
ー
電
子
版
な
ど
）

ビ
ナ
ミ
ル
ク
の
リ
エ
ン
会
長

「
ア
ジ
ア
の
優
れ
た
最
高
経

営
責
任
者
」
賞

乳
製
品
大
手
ビ
ナ
ミ
ル
ク
の
マ

イ
・
キ
エ
ウ
・
リ
エ
ン
会
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
こ
の
ほ
ど
、「
２
０

１
２
年
ア
ジ
ア
の
優
れ
た
最
高

経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）」
に

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
唯
一
選
ば
れ

た
。

　

こ
れ
は
、
香
港
に
拠
点
を
置

く
ア
ジ
ア
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
誌
が
「
投
資
家
と

の
関
係
に
お
い
て
ア
ジ
ア
で
最

も
優
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ｏ
」
の
１
人
に

選
ん
だ
も
の
で
、
調
査
に
は
７

カ
月
間
を
か
け
た
と
い
う
。
リ

エ
ン
氏
の
ほ
か
に
は
、
チ
ャ
イ

ナ
・
テ
レ
コ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
エ
ア
ラ
イ
ン
、Ｈ
Ｔ
Ｃ
、

日
産
、
サ
ン
ミ
ゲ
ル
な
ど
リ
ー

ダ
ー
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　

リ
エ
ン
氏
が
同
誌
に
選
ば
れ

た
の
は
２
０
１
２
年
５
月
に
次

い
で
２
回
目
。
こ
の
時
は
「
企

業
管
理
に
お
い
て
ア
ジ
ア
の
最

も
優
れ
た
企
業
リ
ー
ダ
ー
」
の

１
人
と
し
て
選
ば
れ
た
。な
お
、

２
０
１
２
年
３
月
に
は
米

フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
も
「
ア
ジ
ア
で

最
も
力
を
持
つ
女
性
経
営
者
」

に
リ
エ
ン
氏
を
選
ん
で
い
る
。

　

ビ
ナ
ミ
ル
ク
は
２
０
１
２

年
、
輸
出
額
１
億
８
０
０
０
万

ド
ル
を
含
め
て
総
売
上
額
が
12

億
９
０
０
０
万
ド
ル
（
27
兆
ド

ン
超
）
に
達
し
、
３
兆
ド
ン
を

納
税
し
て
い
る
。
今
回
の
授
賞

式
は
、
３
月
27
日
に
香
港
で
行

わ
れ
る
予
定
と
い
う
。（
１
月

22
日
Ｖ
Ｎ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
電
子

版
な
ど
）

外
国
銀
行
17
行
と

　

３
億
ド
ル
の
融
資
契
約

　
　
　
　
　

  

Ｐ
Ｖ
Ｅ
Ｐ

　

ベ
ト
ナ
ム
国
営
石
油
会
社
ペ

ト
ロ
ベ
ト
ナ
ム
（
Ｐ
Ｖ
Ｎ
）
傘

下
の
ペ
ト
ロ
ベ
ト
ナ
ム
探
査
・

採
掘
総
合
会
社
（
Ｐ
Ｖ
Ｅ
Ｐ
）

は
こ
の
ほ
ど
、
外
国
銀
行
17
行

と
総
額
３
億
ド
ル
の
融
資
契
約

を
締
結
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、Ａ
Ｎ
Ｚ
、
東
京

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ

リ
バ
、
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

銀
行
、ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
チ
ャ
ー

タ
ー
ド
銀
行
な
ど
７
行
が
主
幹

事
銀
行
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

融
資
に
よ
り
、Ｐ
Ｖ
Ｅ
Ｐ
は
ベ

ト
ナ
ム
国
内
お
よ
び
海
外
で
、

石
油
ガ
ス
探
査
・
採
掘
活
動
の

拡
大
を
図
る
と
い
う
。
融
資
期

間
は
５
年
。

　

Ｐ
Ｖ
Ｅ
Ｐ
は
現
在
、
ベ
ト
ナ

ム
国
内
で
46
件
、
海
外
で
１
９

件
の
計
65
件
の
石
油
ガ
ス
探

査
・
採
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展

開
し
て
い
る
。（
１
月
21
日
ダ

ウ
ト
ゥ
紙
）

「
世
界
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
市
場
」

ベ
ト
ナ
ム
が
首
位
に

　

米
金
融
情
報
誌
ブ
ル
ー
ム

バ
ー
グ
・
マ
ー
ケ
ッ
ツ
・
マ
ガ

ジ
ン
３
月
号
の
「
世
界
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
市
場
ト
ッ
プ
25
」
ラ

ン
キ
ン
グ
で
、
ベ
ト
ナ
ム
が
首

位
に
な
っ
た
。ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）
伸
び

率
、
イ
ン
フ
レ
率
、
公
的
債
務
、

労
働
力
率
、
事
業
環
境
な
ど
の

項
目
か
ら
各
国
を
複
合
的
に
評

価
し
、
ゼ
ロ
か
ら
１
０
０
ま
で

で
数
値
化
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は

ス
コ
ア
75
．
９
。
２
０
１
３
〜

17
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
伸
び
率
は
、

33
．
８
％
に
な
る
と
予
想
し
て

い
る
。

　

２
位
は
エ
ス
ト
ニ
ア
（
73
．

９
）、
３
位
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

（
72
．
３
）
で
、
４
位
以
降
は

ブ
ル
ガ
リ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ

Ｅ
）、リ
ト
ア
ニ
ア
、カ
タ
ー
ル
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
な
ど
が
続
い
て
い

る
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
作
成
に
当
た
っ

て
は
、
世
界
銀
行
、
国
際
通
貨

基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）、
世
界
各
国

の
汚
職
や
腐
敗
を
監
視
す
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン

シ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
Ｔ
Ｉ
）、
米
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ

通
信
、
米
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
、
米
シ
ン

ク
タ
ン
ク
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団

な
ど
の
資
料
を
参
考
に
し
た
と

い
う
。（
１
月
31
日
電
子
新
聞

ベ
ト
ナ
ム
ネ
ッ
ト
）

１２年は１００億ドル超
の可能性　　　越僑送金

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
海
外
在
住

ベ
ト
ナ
ム
人
連
絡
会
（
Ａ
Ｌ

Ｏ
Ｖ
）
の
ル
オ
ン
・
テ
ィ
・
バ
ッ

ク
・
バ
ン
会
長
は
こ
の
ほ
ど
、

海
外
各
国
に
在
住
す
る
ベ
ト

ナ
ム
人
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
へ
の

送
金
額
（
越
僑
送
金
）
が
２

０
１
２
年
は
１
０
０
億
ド
ル

を
超
え
た
と
す
る
推
計
を
発

表
し
た
。

　

一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
銀

行
ホ
ー
チ
ミ
ン
支
店
の
グ
エ

ン
・
ホ
ア
ン
・
ミ
ン
支
店
長
は
、

「
２
０
１
２
年
に
海
外
在
住
の

ベ
ト
ナ
ム
人
か
ら
ホ
ー
チ
ミ

ン
在
住
の
親
族
な
ど
に
宛
て

て
送
金
さ
れ
た
額
は
41
億
ド

ル
に
達
し
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン

は
毎
年
、
ベ
ト
ナ
ム
全
体
の

越
僑
送
金
の
42
〜
43
％
を
占

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

割
合
に
変
動
が
な
け
れ
ば
、

12
年
の
越
僑
送
金
は
総
額
95

億
〜
96
億
ド
ル
程
度
か
も
し

れ
な
い
」
と
の
試
算
を
示
し

た
。

　

商
工
省
で
は
、
２
０
１
２

年
の
輸
出
総
額
を
１
１
４
５

億
ド
ル
と
推
計
し
て
い
る
が
、

仮
に
12
年
の
越
僑
送
金
が
１

０
０
億
ド
ル
に
達
し
た
と
す

れ
ば
、
輸
出
額
の
約
８
．
７
％

に
相
当
す
る
額
と
な
る
。
ち

な
み
に
、
11
年
は
越
僑
送
金

額
が
90
億
ド
ル
で
、
貿
易
赤

字
額
の
92
％
相
当
だ
っ
た
。

海
外
在
住
ベ
ト
ナ
ム
人
に
関

す
る
国
家
委
員
会
（
越
僑
委

員
会
）
に
よ
れ
ば
、
海
外
在

住
ベ
ト
ナ
ム
人
は
現
在
、
労

働
輸
出
に
よ
る
50
万
人
の
出

稼
ぎ
を
含
め
、
約
４
５
０
万

人
が
世
界
１
０
０
カ
国
・
地

域
に
住
ん
で
お
り
、
こ
の
う

ち
の
80
％
は
先
進
各
国
に
定

住
し
て
い
る
者
だ
と
い
う
。

（
28
日
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ベ
ス

ト
メ
ン
ト
・
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
）
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〈事業内容〉
Ⅰ．投資促進事業　
Ⅱ．企業進出支援事業　
Ⅲ．その他事業

豊富な経験に基づき、
親切・丁寧なコンサルティングをモットーにしています。

代表取締役；市川　匡四郎

近
年
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
今
年

は
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
国
交
正
常
化
40
周
年
に
あ
た

る
。2002

年
〜2008

年
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
で
大
使
を

務
め
（
歴
代
最
長
）、
今
日
の
日
越
関
係
を
築
き
上
げ

ら
れ
た
服
部
則
夫
元
駐
ベ
ト
ナ
ム
特
命
全
権
大
使
に
、

当
時
の
状
況
や
今
後
の
付
き
合
い
方
つ
い
て
お
話
を

聞
い
た
。

―
―

駐
ベ
ト
ナ
ム
大
使
と
し
て
着
任
さ
れ
た
当
時
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

1992

年
、
日
本
は
ベ
ト
ナ
ム
へ
のO

D
A

（
政
府
開

発
援
助
）
を
再
開
し
ま
し
た
。
再
開
後
、
ベ
ト
ナ
ム

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
経
済
協
力
を
し
て
い
く
か
、

中
長
期
的
な
対
越O

D
A

政
策
を
作
成
す
る
た
め
、

1994

年
に
経
済
協
力
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
私
は
外
務
省
の
経
済
協
力
局
次
長
と
し
て

初
め
て
、
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

何
度
か
ベ
ト
ナ
ム
を
行
き
来
し
ま
し
た
。

1994

年
、
初
め
て
訪
問
し
た
当
時
の
ハ
ノ
イ
は
爆
撃

の
傷
跡
が
残
っ
て
お
り
、
道
路
の
所
々
に
陥
没
し
て

い
る
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。
電
気
も
不
足
し
て
お
り
、

夜
に
な
る
と
漆
黒
の
闇
の
よ
う
な
世
界
で
し
た
。
夜

は
食
事
が
出
来
る
と
こ
ろ
が
殆
ど
無
く
、
外
国
資
本

の
ホ
テ
ル
も
無
か
っ
た
た
め
、
当
時
派
遣
さ
れ
た
大

使
館
職
員
は
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、2002

年
に
駐
ベ
ト
ナ
ム
特
命
全
権
大
使
と
し
て
着
任
し
た

時
に
は
、
ハ
ノ
イ
市
内
に
外
資
系
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト

ラ
ン
が
幾
つ
か
で
き
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
信
号
が

殆
ど
な
く
、
夜
が
暗
い
の
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

―
―

ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
生
活
は
？

　

ベ
ト
ナ
ム
人
は
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
も
活
気

が
あ
り
、
前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
苦
し
く
貧
し
い
中
で
も
非
常
に
明
る
く
、

真
面
目
に
仕
事
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
す
。2002

年
当
時
に
は
既
に
た
く
さ
ん
の
バ
イ
ク
が
走
っ
て
い

ま
し
た
ね
。

―
―

政
治
状
況
な
ど
教
え
て
下
さ
い
。

　

1986

年
に
ド
イ
モ
イ
政
策
が
党
大
会
で
採
択
さ
れ
、

市
場
経
済
路
線
へ
と
舵
を
と
り
ま
し
た
が
、
当
時
は

ま
だ
あ
ま
り
上
手
く
い
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
私
は
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め

ら
れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
私
の
方
か
ら
積
極

的
に
自
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
日
本
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
一
番
の
友
好
国

で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
友
好
国
日
本
の
大
使
と
し
て
、

ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
発
展
の
た
め
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
使
で
も

な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
使
で
も
な
く
、
日
本
の
大
使

が
や
る
ん
だ
、
自
分
自
身
が
や
る
ん
だ
、
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。

　

70
年
代
80
年
代
の
ベ
ト
ナ
ム
は
、
ソ
連
や
東
欧
に

し
か
留
学
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
政
府
も
民
間

も
古
い
教
育
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
経

オフィス・ハットリ
代表　服部　則夫

【経歴】
昭和 20 年福井市生まれ。同 43 年東京大学法学部卒、外務省入省。
平成 13 年外務報道官、同 14 年駐ベトナム大使、
同 20 年駐 OECD（経済協力開発機構・パリ）日本政府代表部大使を歴任。
現在ベトナム、インドネシアなどアジアとの経済・文化面等での交流推進
を行うオフィス・ハットリの代表を務める。ベトナム国家最高位の友誼勲
章受賞。ベトナム政府直轄都市ハイフォン市特別顧問。

日本とベトナムを繋いだ者たち《上》

日越国交正常化 40周年特別企画

近年東南アジアへの関心が高まる中、今年は日本とベトナムの国交正常化 40
周年にあたる。2002年～ 2008年までベトナムで大使を務められ（歴代最長）、
今日の日越関係を築き上げられた服部則夫元駐ベトナム特命全権大使に当時
の状況や今後の付き合い方ついてお話を伺った。

済
学
の
勉
強
を
し
て
き
人
た
ち
が
政
府
高
官

で
あ
り
、
役
人
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
方
々
の

意
識
を
す
ぐ
変
え
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
私
は
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
基
本
的
な
経

済
構
造
改
革
が
必
要
と
確
信
し
た
の
で
、
日

越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
提
案
し
ま
し

た
。
ベ
ト
ナ
ム
経
済
発
展
の
た
め
に
はO

D
A

だ
け
で
は
な
か
な
か
発
展
し
ま
せ
ん
。O

D
A

と
い
う
の
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
の
で
す
。
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
も
ち
ろ
ん
大
事
な
の
で
す

が
、
橋
や
道
路
を
建
設
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

民
間
企
業
に
よ
る
投
資
（FD

I

）
を
増
や
し
、

製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
を
育
て
て
い
か
な
け

れ
ば
本
当
の
発
展
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

中
国
や
韓
国
も
同
じ
よ
う
に
し
て
発
展
し
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
民
間
企
業
が
投
資
を
す

る
た
め
に
は
投
資
環
境
が
良
く
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
近
隣

途
上
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
投
資
環
境
と
を
比
べ

る
と
、
あ
ま
り
に
も
差
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
提
案
し

た
の
で
す
。

―
―

日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
は
？

　

日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
は
、
ベ
ト

ナ
ム
に
投
資
・
貿
易
を
し
た
場
合
に
ど
う

い
っ
た
問
題
が
あ
る
の
か
？
税
金
や
法
律
、

手
続
き
な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
洗
い
出
し
、
ひ
と

つ
ず
つ
改
善
策
を
講
じ
て
、
投
資
環
境
の
改

善
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
た
だ
単
に
「
税

金
が
高
い
か
ら
な
ん
と
か
し
て
く
れ
」
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、「
近
隣
諸
国
は
税
率
何

十
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
、
な
の
で
同
じ
よ
う
な

税
率
に
改
善
し
ま
し
ょ
う
」
と
か
「
役
所
へ

の
手
続
き
に
し
て
も
、
あ
っ
ち
の
役
所
へ

行
っ
て
待
た
さ
れ
、
こ
っ
ち
の
役
所
に
行
っ

て
待
た
さ
れ
で
は
投
資
欲
が
落
ち
て
し
ま
う

の
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
改
善
し
て

い
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
を
日
本
側
か
ら
押
し

付
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
の
問
題

な
の
で
す
か
ら
共
同
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
。

こ
こ
が
重
要
な
の
で
す
。
一
方
的
に
押
し
付

け
る
の
で
は
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
と
意

見
を
出
し
合
い
な
が
ら
納
得
し
な
が
ら
共
同

で
や
る
こ
と
が
大
事
だ
っ
た
の
で
す
。2003

年
フ
ァ
ン
・
バ
ン
・
カ
イ
首
相
が
日
本
を
訪

問
さ
れ
た
際
に
、
日
本
の
小
泉
首
相
と
首
脳

レ
ベ
ル
で
の
合
意
と
な
り
ま
し
た
。
私
も
首

脳
レ
ベ
ル
の
合
意
が
で
き
る
よ
う
、
い
ろ
い

ろ
知
恵
を
絞
り
考
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日

本
側
と
ベ
ト
ナ
ム
側
の
大
臣
レ
ベ
ル
か
ら
委

員
を
出
し
合
い
、
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
は
当
時

の
ボ
ー
・
ホ
ン
・
フ
ッ
ク
計
画
投
資
大
臣
。

彼
は
、（
私
が
初
め
て
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
た
）

1994
年
の
時
はM

PI

（
計
画
投
資
省
）
の

次
官
を
し
て
お
り
、
一
緒
に
仕
事
を
し
ま
し

た
。2002

年
に
は
大
臣
に
昇
格
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
好
都
合
で
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
側

は
彼
が
委
員
長
。
日
本
側
は
政
府
代
表
と
し

て
私
。
そ
し
て
、
実
際
に
問
題
を
抱
え
て
い

る
の
は
民
間
な
の
で
、
民
間
代
表
と
し
て
住

友
商
事
社
長
（
当
時
）
の
宮
原
賢
次
さ
ん
。

こ
の
方
は
経
団
連
の
日
越
経
済
委
員
会
の
委

員
長
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
を
口

説
い
て
共
同
議
長
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ

の
他
、
ベ
ト
ナ
ム
側
は
各
省
の
代
表
、
日
本

側
はJICA

やJBIC

、
ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ

ン
の
商
工
会
な
ど
の
代
表
が
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

―
―

成
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

最
初
、
私
は
半
信
半
疑
で
し
た
。
し
か
し

ベ
ト
ナ
ム
側
は
実
に
見
事
に
達
成
し
ま
し

た
。
第
一
フ
ェ
ー
ズ
は
85
％
の
達
成
率
で
す
。

期
限
内
に
実
施
し
、
き
ち
ん
と
委
員
会
で
レ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
私
は
、
日
越
共
同
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
通
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に
と
て

も
信
頼
感
を
持
ち
ま
し
た
。
こ
の
人
た
ち
な

ら
一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
な
と
思
い
ま
し

た
。

日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
う
ま
く
い
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
投
資
関
係
は

飛
躍
的
に
良
く
な
り
ま
し
た
。
他
の
途
上
国

と
比
べ
て
も
遜
色
が
な
く
、
む
し
ろ
良
い
面

も
出
て
き
て
い
ま
し
た
。
統
計
を
み
て
い
た

だ
け
れ
ば
分
か
り
ま
す
が
、2005

年
〜

2007

年
頃
は
投
資
案
件
が
急
激
に
増
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
こ
れ
は
非
常
に
良
い
」

と
い
う
こ
と
で
、
第
一
次
が
終
わ
っ
た
後
も

継
続
し
、
現
在
は
第
四
次
ま
で
続
い
て
い
ま

す
。

　

私
が
着
任
し
た
初
め
の
頃
は
投
資
環
境
が

非
常
に
悪
く
、
非
常
に
低
水
準
で
し
た
の
で
、

「
こ
れ
は
な
ん
と
か
し
な
く
て
は
」
と
い
う

事
で
改
善
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
側

か
ら
は
大
変
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
投
資
環
境

が
良
く
な
っ
た
と
い
う
事
も
よ
い
の
で
す

が
、
私
が
な
に
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
が
築
け
た
こ
と
で
す
。

た
だ
援
助
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
緒
に
仕

事
を
し
、
現
在
も
続
け
て
日
越
共
同
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
が
で
き
る
よ
う
な
本
当
の
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。《
次
回

へ
続
く
》

オ
フ
ィ
ス
・
ハ
ッ
ト
リ

代
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工
業
団
地
開
発
を
積
極
的
に
進
め
る
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ン
ト
ー
市

　

カ
ン
ト
ー
市
人
民
委
員
会
の

ボ
ー
・
タ
イ
ン
・
ト
ン
副
委
員

長
は
こ
の
ほ
ど
、
各
工
業
団
地

の
幹
部
お
よ
び
工
業
団
地
の
イ

ン
フ
ラ
投
資
会
社
と
会
合
を
行

い
、
工
業
団
地
開
発
の
進
ち
ょ

く
状
況
に
問
題
が
あ
れ
ば
、
そ

の
イ
ン
フ
ラ
投
資
会
社
の
能
力

を
再
点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て

認
可
を
取
り
消
し
て
別
の
企
業

に
開
発
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
る
よ
う
各
関
係
機

関
に
指
示
し
た
。

　

ト
ン
副
委
員
長
は
、
カ
ン

ト
ー
市
が
２
０
２
０
年
ま
で
に

工
業
都
市
に
成
長
で
き
る
た
め

に
は
、
工
業
団
地
の
開
発
を
促

進
し
、
企
業
を
誘
致
し
て
工
業

団
地
を
埋
め
る
こ
と
が
急
が
れ

る
と
の
認
識
を
示
し
た
と
い

う
。

　

カ
ン
ト
ー
市
に
は
現
在
、
８

つ
の
工
業
団
地
（
総
面
積
２
０

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
超
）が
あ
り
、

こ
の
う
ち
、
活
動
中
の
５
カ
所

で
計
２
０
６
件
（
資
本
金
総
額

18
億
４
６
０
０
万
ド
ル
）
の
投

資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
誘
致
、
約

56
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
賃
貸
し

て
い
る
。
し
か
し
、
チ
ャ
ー
ノ

ク
第
１
工
業
団
地
が
入
居
率
１

０
０
％
、
チ
ャ
ー
ノ
ク
第
２
工

業
団
地
が
同
95
％
に
達
し
て
い

る
以
外
、
ト
ッ
ト
ノ
ッ
ト
、
フ

ン
フ
ー
第
１
、
フ
ン
フ
ー
第
２

の
各
工
業
団
地
は
入
居
率
が
12

〜
32
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状

況
だ
。
ま
た
、
オ
モ
ン
工
業
団

地
（
６
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
や

バ
ッ
ク
オ
モ
ン
工
業
団
地
（
４

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
な
ど
は
、

い
ま
だ
に
企
画
の
段
階
に
あ

り
、
着
工
は
２
０
１
５
年
以
降

の
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

カ
ン
ト
ー
工
業
区
・
輸
出
加
工

区
管
理
委
員
会
の
ボ
ー
・
タ
イ

ン
・
フ
ン
委
員
長
に
よ
れ
ば
、

工
業
団
地
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
を

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に

は
、
イ
ン
フ
ラ
投
資
会
社
に
対

す
る
優
遇
融
資
制
度
や
法
人
所

得
税
の
減
免
と
い
っ
た
特
別
制

度
を
講
じ
、
さ
ら
に
は
、
工
業

団
地
イ
ン
フ
ラ
投
資
会
社
が
容

易
に
用
地
収
用
で
き
る
た
め
の

環
境
整
備
な
ど
が
必
要
だ
と
し

て
、
市
に
提
案
し
て
い
る
の
だ

と
い
う
。（
１
月
15
日
ベ
ト
ナ

ム
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
レ

ビ
ュ
ー
電
子
版
な
ど
）

「カラオケ街」の建設を検討
ホーチミン市の担当局長

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
文
化
ス
ポ
ー

ツ
観
光
局
の
ブ
ー
・
チ
ョ
ン
・

ナ
ム
局
長
は
こ
の
ほ
ど
、各
区
・

郡
ご
と
に
「
カ
ラ
オ
ケ
街
」
を

建
設
す
る
案
を
考
え
て
い
る
と

明
か
し
た
。

　

ナ
ム
局
長
は
、「
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
人
民
委
員
会
は
、
２
０
１

２
年
４
月
25
日
に
第
13
号
指
示

を
公
布
し
、
社
会
問
題
の
発
生

源
と
な
っ
て
い
る
営
業
施
設
に

対
す
る
管
理
を
強
化
す
る
方
針

を
示
し
た
。
こ
の
中
で
、
文
化

ス
ポ
ー
ツ
観
光
局
は
カ
ラ
オ
ケ

お
よ
び
デ
ィ
ス
コ
に
対
す
る
２

０
２
０
年
ま
で
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
お
よ
び
25
年
ま
で
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
任
務
が
任

さ
れ
た
」
と
説
明
。「
カ
ラ
オ

ケ
店
経
営
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
店
舗
数
に
関
す
る
規
定
し

か
な
か
っ
た
た
め
、
事
業
者
は

自
身
の
能
力
・
条
件
と
国
が
示

し
た
営
業
場
所
に
関
す
る
規
定

に
沿
っ
て
、
住
宅
街
な
ど
で
散

在
的
に
営
業
し
て
き
た
。
し
か

し
、
２
０
１
５
年
か
ら
20
年
ま

で
の
間
に
、
区
や
郡
の
そ
れ
ぞ

れ
が
「
カ
ラ
オ
ケ
街
」
を
設
置

し
、
カ
ラ
オ
ケ
店
を
こ
こ
に
集

中
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
」

と
語
り
、
カ
ラ
オ
ケ
店
の
営
業

許
可
証
の
有
効
期
限
を
２
年
間

に
制
限
す
る
と
の
方
針
も
示
し

た
。
ち
な
み
に
、
デ
ィ
ス
コ
に

つ
い
て
は
、
ホ
テ
ル
や
文
化
セ

ン
タ
ー
に
組
み
込
み
た
い
と
し

た
。
た
だ
、
同
局
長
自
身
も
、

既
存
の
カ
ラ
オ
ケ
店
や
デ
ィ
ス

コ
を
移
転
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、「
容
易
で
は
な
い

だ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ

店
が
売
春
婦
た
ち
の
「
営
業
」

の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、「
カ
ラ
オ
ケ
＝
売
春
」

の
イ
メ
ー
ジ
も
定
着
し
て
い

る
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
エ
イ
ズ
対

策
委
員
会
・
害
悪
削
減
室
グ
エ

ン
・
テ
ィ
・
フ
エ
室
長
に
よ
れ

ば
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
全
体
で
少

な
く
と
も
１
万
５
０
０
０
人
の

売
春
婦
が
い
る
と
い
い
、
市
労

働
・
傷
病
軍
人
・
社
会
事
業
局

が
先
日
開
催
し
た
売
春
対
策
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

「
売
春
問
題
を
効
果
的
に
管
理

す
る
た
め
、
試
験
的
に
歓
楽
街

を
計
画
し
て
み
て
は
ど
う
か
」

と
い
う
大
胆
な
提
案
を
行
っ

た
。
し
か
し
、
社
会
問
題
室
の

レ
・
ド
ク
・
ヒ
エ
ン
室
長
は
、「
売

春
は
、
薬
物
や
人
身
売
買
と

い
っ
た
複
数
の
社
会
問
題
と
結

び
つ
い
て
お
り
、
売
春
を
合
法

化
す
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
指
摘
。「
ベ
ト
ナ
ム
は

売
春
を
１
つ
の
職
業
と
は
考
え

て
い
な
い
し
、
合
法
化
す
る
意

思
も
な
い
。歓
楽
街
を
作
れ
ば
、

一
部
の
売
春
婦
は
集
ま
る
だ
ろ

う
が
、
歓
楽
街
以
外
の
場
所
で

活
動
す
る
売
春
婦
も
多
く
存
在

す
る
だ
ろ
う
。
地
区
ご
と
に
歓

楽
街
を
作
る
の
で
は
な
く
、
彼

女
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
の
社

会
サ
ー
ビ
ス
を
多
く
構
築
し
た

方
が
い
い
」
と
強
調
し
た
と
い

う
。（
１
月
24
日
ト
ゥ
オ
イ
チ
ェ

電
子
版
な
ど
）

タ
イ
ニ
ン
省
や
ア
ン
ザ
ン
省
で
免
税
店
が
次
々
閉
鎖

　

国
境
ゲ
ー
ト
経
済
区
の
非
関

税
区
（
い
わ
ゆ
る
免
税
店
）
で

商
品
を
購
入
し
た
客
に
対
す
る

免
税
措
置
が
２
０
１
２
年
末
で

終
了
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

タ
イ
ニ
ン
省
モ
ク
バ
イ
国
境

ゲ
ー
ト
や
ア
ン
ザ
ン
省
の
国
境

経
済
区
で
は
、
免
税
店
の
閉
鎖
、

ま
た
は
、
営
業
停
止
が
相
次
い

で
い
る
。

　

モ
ク
バ
イ
経
済
区
の
非
関
税

区
で
シ
ョ
ッ
プ
を
営
む
１
人
に

よ
れ
ば
、「
客
の
ほ
と
ん
ど
は
免

税
品
を
買
い
求
め
る
観
光
客

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
観
光
客

に
対
す
る
免
税
措
置
が
昨
年
12

月
31
日
に
失
効
す
る
と
同
時
に

店
を
閉
め
た
」
の
だ
と
い
う
。

ま
た
、
タ
イ
ニ
ン
省
経
済
区
管

理
委
員
会
の
フ
ァ
ン
・
ミ
ン
・

タ
イ
ン
副
委
員
長
は
、
モ
ク
バ

観光客向け免税措置の終了
イ
国
境
ゲ
ー
ト
の
非
税
関
区
で

13
年
１
月
１
日
か
ら
シ
ョ
ッ
プ

の
閉
鎖
が
相
次
い
で
い
る
と
の

情
報
は
事
実
で
あ
る
と
認
め
た

上
で
、
こ
れ
ら
の
シ
ョ
ッ
プ
が

政
府
の
新
し
い
政
策
を
待
っ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
ア
ン
ザ
ン
省

で
も
同
様
で
、
各
経
済
区
の
免

税
店
で
営
業
し
て
い
た
す
べ
て

の
業
者
が
年
初
か
ら
店
を
閉
め

て
い
る
と
い
う
。
一
部
の
業
者

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
は
１
人

当
た
り
１
日
50
万
ド
ン
ま
で
の

商
品
購
入
に
は
免
税
の
優
遇
措

置
が
あ
り
、
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス

活
動
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
２
０
０
９
年
９
月

10
日
付
第
93
号
首
相
決
定
に
基

づ
き
、
国
境
ゲ
ー
ト
に
あ
る
経

済
区
の
免
税
店
で
の
観
光
客
を

対
象
と
し
て
免
税
品
の
販
売
が

12
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
終

了
。
あ
る
業
者
は
、「
観
光
客

に
対
す
る
免
税
措
置
が
な
く
な

れ
ば
、
こ
ん
な
遠
い
場
所
ま
で

訪
れ
る
人
な
ど
誰
も
い
な
い
」

と
話
し
、「
免
税
枠
を
こ
れ
よ

り
も
50
万
ド
ン
よ
り
拡
大
し
て

ほ
し
い
く
ら
い
だ
」と
訴
え
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
タ
イ

ニ
ン
省
人
民
委
員
会
で
は
、
免

税
店
を
経
営
す
る
企
業
の
経
済

的
損
失
を
減
ら
す
べ
く
、
観
光

客
に
対
す
る
免
税
品
販
売
政
策

を
２
０
１
８
年
ま
で
延
長
し
、

免
税
額
を
１
人
１
日
２
０
０
万

ド
ン
ま
で
引
き
上
げ
る
案
を
首

相
に
文
書
で
要
請
し
た
と
い

う
。（
１
月
20
日
オ
ン
ラ
イ
ン

新
聞
ベ
ト
ナ
ム
ネ
ッ
ト
な
ど
）
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不動産や自動車などの購入で
現金精算の禁止を検討
　　　　ベトナム政府

　

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
現
在
、
不
動
産
や
証

券
、
自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
を
購
入
す
る

個
人
に
対
し
、
現
金
で
は
な
く
、
銀
行
振

込
に
よ
る
支
払
い
を
義
務
付
け
る
議
定
案

を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。
企
業
に
つ
い

て
も
、
不
動
産
、
証
券
、
飛
行
機
、
船
舶
、

自
動
車
の
取
引
に
お
い
て
、
そ
の
売
買
額

に
関
わ
ら
ず
、
現
金
を
使
用
し
て
は
ら
な

い
と
規
定
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
売
買
以
外
で
も
、

現
金
で
支
払
い
が
で
き
る
金
額
に
限
度
額

を
設
け
る
方
針
と
い
う
。
具
体
的
な
額
に

つ
い
て
は
今
後
、
広
く
意
見
を
と
り
ま
と

め
た
上
で
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
公
布

す
る
と
お
り
、
現
金
の
使
用
が
認
め
ら
れ

る
の
は
労
働
者
に
対
す
る
給
与
、
賃
金
、

賞
与
、
手
当
の
支
払
い
の
み
と
な
り
そ
う

だ
。

各
関
係
機
関
は
今
後
、（
１
）
銀
行
振
り
込

み
で
精
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
動
産

取
引
に
関
す
る
規
定
（
２
）
銀
行
振
り
込

み
で
精
算
し
た
証
明
書
を
登
記
料
の
申
告

書
類
に
追
加
す
る
規
定
な
ど
を
公
布
す
る

こ
と
に
な
る
と
い
う
。

　

同
案
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
国

の
財
源
を
使
用
す
る
者
に
対
す
る
現
金
で

の
精
算
を
抑
制
す
る
だ
け
で
な
く
、
対
象

を
す
べ
て
の
人
に
拡
大
し
て
い
る
。
国
家

銀
行
、
財
務
省
、
商
工
省
、
建
設
省
、
天

然
資
源
・
環
境
省
、
公
安
省
な
ど
の
関
連

機
関
に
は
現
金
で
は
な
く
カ
ー
ド
や
振
り

込
み
に
よ
る
精
算
を
徹
底
的
に
推
進
す
る

責
任
が
あ
る
と
も
求
め
て
お
り
、
あ
る
専

門
家
は
、「
同
案
の
目
的
が
汚
職
や
マ
ネ
ー

ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
な
ど
の
不
正
防
止
で
あ
る

こ
と
は
明
白
」
な
ど
と
分
析
し
て
い
る
。

国
家
銀
行
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
２

年
９
月
30
日
の
時
点
で
ベ
ト
ナ
ム
全
土
に

お
け
る
銀
行
系
カ
ー
ド
の
発
行
枚
数
は
、

デ
ビ
ッ
ド
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
計
約
５
１
０
０
万
枚
に
達
し
て
い
る
。

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ー
ド
協
会
の
関
係

者
に
よ
れ
ば
、「
ベ
ト
ナ
ム
で
は
Ａ
Ｔ
Ｍ

カ
ー
ド
の
誕
生
か
ら
約
20
年
。
発
行
枚
数

は
数
千
万
枚
に
達
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
現
金
引
き
出
し
の
た
め
だ
け
に

使
用
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。（
１
月
23
日

Ｖ
Ｎ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
電
子
版
）
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〜
連
載
〜

ホ
ア
ン
キ
エ
ム
の
夜
は
更
け
て 作

：
朝
妻
　
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
回

　
そ
の
頃
、
学
生
の
間
で
は
や
っ
た
歌
に
『
小
さ
な
喫
茶
店
』
と

い
う
の
が
あ
っ
た
。

今
は
そ
の
歌
詞
も
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
初
め
の
方
は

確
か
こ
う
だ
っ
た
と
思
う
。

小
さ
な
喫
茶
店
に
入
っ
た
時
の
二
人
は

お
茶
と
お
菓
子
を
前
に
し

ひ
と
こ
と
も
語
ら
ず

た
だ
黙
っ
て
う
つ
む
い
て
い
た
っ
け
な

老
人
は
こ
の
歌
を
語
る
よ
う
に
歌
う
よ
う
に
口
ず
さ
み
、
そ
し
て

フ
ー
ッ
と
深
い
た
め
息
を
つ
い
た
。

悲
し
そ
う
な
老
人
の
目
に
チ
ラ
ッ
と
光
る
も
の
が
浮
か
ん
だ
。

そ
の
光
の
中
に
老
人
の
少
年
時
代
の
姿
が
浮
か
ん
で
い
た
。

そ
れ
か
ら
、
遠
い
少
年
時
代
を
思
い
出
し
懐
か
し
む
よ
う
に
遠
く

に
視
線
を
移
す
と
、
悲
し
そ
う
に
額
に
し
わ
を
寄
せ
て
ま
た
話
を

続
け
た
。

そ
ん
な
小
さ
な
平
和
も
、
小
さ
な
幸
福
も
、
小
さ
な
愛
も
、
私
た

ち
は
守
れ
な
か
っ
た
。

怒
涛
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
時
代
の
荒
波
は
、
私
の
運
命
な
ど
木

の
葉
の
よ
う
に
も
て
あ
そ
び
、
あ
っ
と
い
う
間
に
押
し
流
し
て

い
っ
た
。

何
の
抵
抗
も
で
き
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
や
が
て
戦
争
と
い
う
長
く
暗
い
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

多
く
の
若
者
が
戦
場
へ
駆
り
立
て
ら
れ
て
行
っ
た
よ
う
に
、
私
の

夢
多
き
は
ず
の
青
春
も
戦
争
と
い
う
時
代
の
悪
魔
に
引
き
裂
か

れ
、
血
塗
ら
れ
た
も
の
に
な
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
と
Ｅ
Ｕ

第
２
回
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
が
始
ま
る

　

ベ
ル
ギ
ー
の
首
都
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
で
22
日
、
ベ
ト
ナ
ム
と
Ｅ

Ｕ
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｖ
Ｅ
Ｆ

Ｔ
Ａ
）
の
第
２
回
交
渉
が
始

ま
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
側
は
、
商

工
省
の
チ
ャ
ン
・
ク
オ
ッ
ク
・

カ
イ
ン
次
官
が
団
長
を
務
め
、

Ｅ
Ｕ
側
は
貿
易
総
局
マ
ウ
ロ
・

ペ
ト
リ
チ
オ
ー
ネ
局
長
が
団
長

を
務
め
て
い
る
。
今
回
の
第
２

回
交
渉
で
は
投
資
、
貿
易
、
知

的
所
有
権
、労
働
、環
境
と
い
っ

た
項
目
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

を
中
心
に
予
定
し
て
お
り
、Ｖ

Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
の
加
速
化
を
図

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

Ｅ
Ｕ
と
ベ
ト
ナ
ム
は
２
０
１

０
年
10
月
、「
技
術
的
作
業
が

終
わ
り
次
第
、
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ

交
渉
を
開
始
す
る
」
こ
と
で
一

致
。
12
年
６
月
に
、
ベ
ト
ナ
ム

の
ブ
ー
・
フ
イ
・
ホ
ア
ン
商
工

相
と
Ｅ
Ｕ
の
カ
レ
ル
・
ド
ゥ
・

グ
ヒ
ュ
ト
通
商
担
当
委
員
が
、

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
い
て
、
ベ

ト
ナ
ム
と
Ｅ
Ｕ
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉

に
入
る
こ
と
を
正
式
に
宣
言
し

た
。
第
１
回
交
渉
は
12
年
10
月

８
日
か
ら
12
日
ま
で
、
ベ
ト
ナ

ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
で
行
わ
れ

た
。
今
回
の
第
２
回
交
渉
は
25

日
ま
で
の
４
日
間
を
予
定
し
て

い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
は
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
に

と
っ
て
最
大
の
輸
出
市
場
と

な
っ
て
お
り
、
２
０
１
２
年
の

対
Ｅ
Ｕ
輸
出
額
は
約
２
０
３
億

ド
ル
に
達
し
て
い
る
。Ｆ
Ｔ
Ａ

が
成
立
す
れ
ば
、双
方
の
貿
易
・

投
資
関
係
は
さ
ら
に
促
進
さ

れ
、
双
方
の
企
業
お
よ
び
人
々

に
大
き
な
利
益
が
も
た
ら
さ
れ

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。（
23

日
ベ
ト
ナ
ム
プ
ラ
ス
電
子
版
）

国
防
政
策
に
関
す
る
米
越
次
官
級
対
話

協
力
強
化
の
必
要
性
で
一
致

　

国
防
省
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ
ン

副
大
臣
を
団
長
と
す
る
ベ
ト
ナ

ム
代
表
団
と
米
国
の
ビ
ク
ラ

ム
・
シ
ン
国
防
副
次
官
補
（
東

南
ア
ジ
ア
地
域
担
当
）
を
団
長

と
す
る
米
国
代
表
団
が
11
日
、

ハ
ノ
イ
で
、
国
防
政
策
に
関
す

る
第
３
回
次
官
級
対
話
を
行
っ

た
。

　

今
回
の
対
話
で
は
、
ベ
ト
ナ

ム
と
米
国
の
国
防
協
力
関
係
に

関
連
し
た
分
野
お
よ
び
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
や
世
界
に
お
け
る

安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
９

月
に
調
印
し
た
二
国
間
防
衛
協

力
に
関
す
る
覚
書
文
書
で
掲
げ

た
項
目
の
結
果
を
振
り
返
り
、

特
に
、（
１
）
戦
闘
中
行
方
不

明
兵
士
（
Ｍ
Ｉ
Ａ
）（
２
）
終

戦
後
に
残
さ
れ
た
地
雷
や
不
発

弾
の
処
理
（
３
）
枯
れ
葉
剤
洗

浄‐
‐

と
い
っ
た
人
道
的
な
協

力
活
動
で
進
展
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
を
確
認
し
た
。

　

さ
ら
に
両
者
は
、
今
後
は
人

材
開
発
、
国
連
平
和
維
持
活
動

へ
の
参
加
、
軍
事
医
学
・
災
害

救
援
・
捜
索
救
助
の
分
野
で
の

協
力
な
ど
、
新
し
い
分
野
で
の

協
力
強
化
が
必
要
と
の
認
識
を

示
す
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
と

米
国
が
国
防
面
で
協
力
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
の
平
和
お
よ
び
安
定
を
構

築
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
貢

献
し
た
い
と
の
希
望
を
表
明
し

た
。（
１
月
14
日
ラ
オ
ド
ン
紙

な
ど
）

英
国
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
合

意
覚
書
に
調
印

　

ブ
イ
・
ク
ア
ン
・
ビ
ン
計
画

投
資
相
は
23
日
、
グ
エ
ン
・

フ
ー
・
チ
ョ
ン
書
記
長
ら
と
と

も
に
訪
問
し
た
英
国
で
、
ベ
ト

ナ
ム
と
英
国
間
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
官

民
連
携
）
に
関
す
る
初
め
て
の

合
意
覚
書
に
調
印
し
た
。
英
国

側
か
ら
は
、
ア
ラ
ン
・
ダ
ン
カ

ン
国
際
開
発
相
が
署
名
し
た
。

ビ
ン
計
画
投
資
相
は
、「
英
国

の
協
力
と
支
援
に
よ
り
、
ベ
ト

ナ
ム
で
Ｐ
Ｐ
Ｐ
が
大
き
く
発
展

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と

期
待
を
示
し
、「
ベ
ト
ナ
ム
は

か
つ
て
、
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
は

お
も
に
国
家
予
算
を
使
用
し
て

き
た
。
国
が
発
展
す
る
過
程
で

は
、
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
が

必
要
に
な
る
が
、
予
算
に
は
限

界
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ベ
ト

ナ
ム
は
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
民
間

か
ら
の
投
資
を
探
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
も
英
国

も
、
イ
ン
フ
ラ
開
発
資
金
の
調

達
に
お
い
て
Ｐ
Ｐ
Ｐ
方
式
の
可

能
性
が
大
き
い
こ
と
で
認
識
が

一
致
し
た
」
と
語
っ
た
。

　

調
印
式
後
、
ビ
ン
計
画
投
資

省
と
ダ
ン
カ
ン
国
際
開
発
相
は

今
後
の
協
力
に
つ
い
て
協
議

し
、ダ
ン
カ
ン
国
際
開
発
相
は
、

「
両
国
の
関
係
は
目
覚
ま
し
く

発
展
し
て
い
る
。
今
後
は
貿
易

関
係
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
ビ
ン

計
画
投
資
相
は
、
こ
れ
ま
で
の

貿
易
関
係
の
発
展
や
貧
困
削
減

に
お
け
る
英
国
の
貢
献
に
も
感

謝
。
英
国
企
業
に
よ
る
対
越
投

資
を
よ
り
拡
大
・
推
進
す
る
た

め
、
今
年
中
に
両
省
間
の
話
し

合
い
を
行
う
こ
と
で
一
致
し
た

と
い
う
。（
１
月
24
日
ベ
ト
ナ

ム
プ
ラ
ス
電
子
版
な
ど
）

　

メ
ト
ロ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド

キ
ャ
リ
ー
や
ア
デ
ィ
ダ
ス
な
ど

が
「
卸
売
業
」
で
経
営
登
録
し

て
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
個
人

客
が
直
接
商
品
を
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
と
し
て
問
題

に
な
っ
て
い
る
。

　

外
資
系
企
業
の
商
品
卸
売
活

動
お
よ
び
消
費
卸
売
活
動
に
関

連
す
る
活
動
に
つ
い
て
規
定
し

た
第
23
／
２
０
０
７
号
政
府
議

定
で
は
、「
卸
売
と
は
業
者
な

ど
に
商
品
を
売
る
こ
と
で
あ

り
、
最
終
消
費
者
に
直
接
商
品

を
販
売
す
る
こ
と
は
含
ま
な

い
。
最
終
所
費
者
に
商
品
を
直

接
販
売
す
る
活
動
は
小
売
で
あ

る
」と
規
定
し
て
い
る
が
、ホ
ー

チ
ミ
ン
市
計
画
投
資
委
員
会
に

よ
れ
ば
、
メ
ト
ロ
キ
ャ
ッ
シ
ュ

ア
ン
ド
キ
ャ
リ
ー
は
、
投
資
承

認
証
で
の
経
営
業
種
は
「
ベ
ト

ナ
ム
の
顧
客
（
企
業
や
業
者
）

に
対
し
て
行
う
製
品
の
卸
し
売

り
」
な
の
に
、
実
際
に
は
、
会

員
証
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
店

舗
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
現
場

ス
タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

従
っ
て
、「
会
員
証
を
持
っ
て

い
る
客
と
一
緒
に
商
品
を
買
う

こ
と
が
で
き
る
」の
だ
と
い
う
。

つ
ま
り
、
会
員
証
が
１
枚
あ
れ

ば
、
複
数
の
人
間
が
同
時
に
利

用
で
き
る
た
め
、
メ
ト
ロ
の
店

舗
で
易
々
と
買
い
物
を
す
る
最

終
消
費
者
は
少
な
く
な
く
、
そ

の
結
果
、
メ
ト
ロ
社
は
小
売
分

野
の
シ
ェ
ア
に
食
い
込
ん
で
き

て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
ア
デ
ィ
ダ
ス
・
ベ
ト

ナ
ム
有
限
会
社
に
つ
い
て
も
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
計
画
投
資
委
員

会
は
、「
活
動
内
容
は
商
品
の

卸
売
り
で
認
可
を
受
け
た
は
ず

だ
が
、
ア
デ
ィ
ダ
ス
は
小
売
店

に
投
資
す
る
形
で
小
売
販
売
権

を
行
使
し
て
い
る
と
分
析
す
る

専
門
家
が
少
な
く
な
い
」
と
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

ア
デ
ィ
ダ
ス
は
、
設
備
投
資
の

名
目
で
50
カ
所
以
上
の
小
売
店

に
投
資
を
行
い
、
自
社
製
品
を

流
通
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。　

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
租
税
局
の

レ
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
・
フ
オ
ン
副

局
長
は
、「
ア
デ
ィ
ダ
ス
と
小

売
店
の
間
に
は
、
ア
デ
ィ
ダ
ス

が
陳
列
棚
や
イ
ン
テ
リ
ア
、
外

装
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と
で
話

し
合
い
が
で
き
て
い
る
。
小
売

店
は
い
か
な
る
形
式
下
に
お
い

て
も
経
営
を
第
三
者
に
譲
渡
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
違
反
行
為

が
あ
れ
ば
ア
デ
ィ
ダ
ス
側
に
賠

償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
、
ア
デ
ィ
ダ
ス
が
小
売
店

に
対
し
て
提
供
し
た
設
備
投
資

や
在
庫
コ
ス
ト
は
減
価
償
却
費

に
計
上
さ
れ
て
い
る
」と
指
摘
。

「
ア
デ
ィ
ダ
ス
は
こ
う
し
た
や

り
方
で
ベ
ト
ナ
ム
小
売
市
場
に

進
出
し
て
い
る
」
と
分
析
し
て

い
る
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
弁
護
士
会
の

グ
エ
ン
・
ヒ
エ
ッ
プ
弁
護
士
は
、

「
メ
ト
ロ
社
も
ア
デ
ィ
ダ
ス
社

も
、
未
登
録
業
種
の
経
営
と
い

う
点
で
会
社
法
に
違
反
し
て
い

る
。
２
０
０
５
年
企
業
法
の
第

７
条
と
第
９
条
で
は
、
企
業
は

経
営
許
可
証
に
記
載
さ
れ
た
業

種
に
従
っ
て
経
営
活
動
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ

れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

最
近
は
、
複
数
の
外
国
大
手

企
業
が
移
転
価
格
操
作
で
ベ
ト

ナ
ム
当
局
の
調
査
対
象
と
な
っ

て
い
る
。特
に
、メ
ト
ロ
キ
ャ
ッ

シ
ュ
ア
ン
ド
キ
ャ
リ
ー
、
ア

デ
ィ
ダ
ス
、
コ
カ
コ
ー
ラ
、
ペ

プ
シ
と
い
っ
た
企
業
の
名
を
挙

げ
て
、「
租
税
総
局
が
外
資
系

企
業
と
の
戦
い
を
宣
言
し
た
」

と
も
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
ベ

ト
ナ
ム
人
消
費
者
に
対
し
て

は
、
巨
額
の
税
逃
れ
を
し
て
い

る
と
見
ら
れ
る
各
企
業
の
製
品

を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
よ
う
呼
び

か
け
る
意
見
も
あ
る
よ
う
だ
。

（
14
日
ダ
ウ
ト
ゥ
電
子
版
な
ど
）

「
卸
売
」
の
外
資
大
手
に
「
小
売
」
違
反
の
疑
い

田部和良氏がベトナムの
サッカーを視察

　

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
界
か
ら
田

部
和
良
氏
が
19
日
、
ベ
ト
ナ
ム

の
プ
ロ
・
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ（
Ｖ

リ
ー
グ
）と
の
契
約
を
視
野
に
、

ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
た
。
ベ
ト

ナ
ム
の
各
メ
デ
ィ
ア
は
、「
田

部
氏
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

な
パ
ワ
ー
を
感
じ
た
」
と
報
じ

て
い
る
。

　

田
部
氏
は
、
日
本
の
横
浜
Ｆ

Ｃ
、
ア
ビ
ス
パ
福
岡
、Ｆ
Ｃ
琉

球
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
の
グ
ル

ノ
ー
ブ
ル
・
フ
ッ
ト
38
な
ど
で

ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
を
務
め
た
経
験
が
あ
り
、Ｊ

リ
ー
グ
の
中
野
幸
夫
専
務
理
事

か
ら
Ｖ
Ｐ
Ｆ（
ベ
ト
ナ
ム
・
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
）
の
こ
と
を
聞
い
た
と

い
う
。
中
野
氏
も
今
回
、
田
部

氏
と
と
も
に
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ

た
。

　

田
部
氏
は
、
ベ
ト
ナ
ム
滞
在

中
の
２
日
間
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、Ｖ
リ
ー
グ

の
２
チ
ー
ム
に
よ
る
親
善
試
合

や
少
年
チ
ー
ム
の
試
合
を
観

戦
。
ハ
ー
ド
面
は
ま
ず
ま
ず
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
は
成
長

す
る
資
質
が
あ
る
と
感
じ
た
な

ど
と
話
し
、「
今
後
は
、
具
体

的
な
計
画
を
立
て
る
目
に
、Ｖ

リ
ー
グ
を
運
営
し
て
い
る
Ｖ
Ｐ

Ｆ
、
ベ
ト
ナ
ム
・
サ
ッ
カ
ー
連

盟
、
各
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
つ
い

て
理
解
し
、
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
」
と
語
っ
た
と
い

う
。
さ
ら
に
、「
ロ
ー
マ
ッ
プ

を
作
り
、
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

ベ
ト
ナ
ム
の
サ
ッ
カ
ー
は
発
展

す
る
だ
ろ
う
。
も
し
、
ベ
ト
ナ

ム
で
働
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
ベ

ト
ナ
ム
語
を
勉
強
し
て
、
３
年

後
に
は
仲
間
と
話
せ
る
よ
う
に

な
り
た
い
」と
話
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
日
本
の
Ｊ
リ
ー
グ
の
20

年
間
の
経
験
に
も
言
及
し
、

「
チ
ー
ム
は
１
人
の
ス
ポ
ン

サ
ー
に
依
存
し
て
は
な
ら
な

い
。日
本
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
は
、

１
つ
の
チ
ー
ム
が
５
〜
６
の
ス

ポ
ン
サ
ー
を
持
っ
て
お
り
、

チ
ー
ム
は
地
域
と
密
着
し
て
、

地
域
が
チ
ー
ム
を
支
援
し
て
い

る
」
と
説
明
。「
新
し
い
挑
戦

を
引
き
受
け
、
ベ
ト
ナ
ム
の

サ
ッ
カ
ー
産
業
の
復
活
に
貢
献

し
て
み
た
い
」
と
語
っ
た
と
い

う
。
ベ
ト
ナ
ム
は
、
田
部
氏
の

力
を
借
り
て
２
０
１
３
年
に
Ｖ

リ
ー
グ
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
と
い
う
。（
１

月
21
日
ラ
オ
ド
ン
電
子
版
な

ど
）

１
月
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ

前
月
比
０
．
44
％
上
昇

　
　
　
　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
統
計
局
は
こ

の
ほ
ど
、
同
市
に
お
け
る
２
０

１
３
年
１
月
の
消
費
者
物
価
指

数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
は
前
月
に
比
べ

て
０
．
44
％
上
昇
し
て
い
る
と

発
表
し
た
。
物
価
の
上
昇
は
、

１
１
の
商
品
グ
ル
ー
プ
の
う
ち

８
グ
ル
ー
プ
が
値
上
が
り
し
て

い
る
た
め
と
い
う
。

　

具
体
的
に
は
、
飲
食
サ
ー
ビ

ス
が
同
０
．
76
％
上
昇
、
食
品

は
１
．
43
％
上
昇
、
衣
類
・
帽

子
・
履
物
が
同
０
．
94
％
上
昇

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
住
宅
、

電
気
・
水
道
、
飲
料
・
た
ば
こ
、

医
薬
品
・
医
療
費
な
ど
の
値
上

が
り
は
前
月
比
０
．
３
％
以
下

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

交
通
費
は
０
．02
％
値
下
が
り
、

通
信
費
は
０
．
09
％
値
下
が
り

し
て
い
る
。（
１
月
21
日
付
ト

イ
バ
オ
キ
ン
テ
ー
紙
）

死
刑
執
行
に
使
用
す
る
薬
物　

　
　
　
　

  　

国
産
化
を
検
討

　

チ
ャ
ン
・
ダ
イ
・
ク
ア
ン
公

安
相
は
23
日
、
国
会
常
務
委
員

会
の
会
合
で
、
第
82
／
２
０
１

１
政
府
議
定
に
つ
い
て
、「
薬

物
注
射
に
よ
る
死
刑
執
行
に
国

産
の
薬
物
を
使
用
す
る
」
方
向

で
改
正
す
る
た
め
の
案
を
政
府

に
提
出
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
同
案
は
現
在
、
司
法
省

が
審
査
し
て
い
る
と
い
う
。

　

ク
ア
ン
公
安
相
に
よ
れ
ば
、

薬
物
注
射
に
よ
る
死
刑
執
行
計

画
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
ハ
ノ
イ
、ホ
ー
チ
ミ
ン
、

ソ
ン
ラ
、
ゲ
ア
ン
、
ダ
ク
ラ
ク

の
計
５
つ
の
拘
置
所
で
設
備
の

設
置
を
完
了
し
、
薬
物
に
よ
る

死
刑
執
行
に
関
す
る
訓
練
も
終

え
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、

現
在
は
ベ
ト
ナ
ム
全
土
で
５
３

２
人
の
死
刑
執
行
が
で
き
な
い

状
態
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
理

由
は
、
刑
の
執
行
に
使
用
す
る

薬
物
に
関
す
る
新
し
い
規
定
の

承
認
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
だ
と
説
明
し
た
。

　

ハ
ー
・
フ
ン
・
ク
オ
ン
司
法

相
も
、「
死
刑
執
行
に
薬
物
注

射
を
使
用
す
る
た
め
の
法
的
準

備
は
整
っ
て
い
る
。
た
だ
、
政

府
議
定
で
は
使
用
す
る
薬
物
の

名
前
を
指
定
し
て
お
り
、
こ
れ

を
輸
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
、
外
国
側
の
パ
ー
ト
ナ
ー

は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
こ
の
薬
物
を

輸
入
す
る
目
的
を
知
る
と
、
売

る
こ
と
を
拒
否
し
た
」と
説
明
。

常
務
委
員
の
１
人
も
、「
薬
物

を
ベ
ト
ナ
ム
で
生
産
す
る
か
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
銃
殺
刑
を
再

開
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
」
と
提
案
し

た
と
い
う
。（
１
月
23
日
ラ
オ

ド
ン
電
子
版
な
ど
）

　

ベ
ト
ナ
ム
全
土
に
は
現
在
、

外
国
人
向
け
の
電
子
賭
博
ゲ
ー

ム
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
店
が
50
カ
所
あ
り
、
そ
の
収

入
が
大
幅
に
伸
び
て
い
る
と
い

う
。

　

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
１
９
９

２
年
に
初
め
て
ハ
イ
フ
ォ
ン
で

外
国
人
向
け
カ
ジ
ノ
を
試
験
運

営
す
る
こ
と
を
許
可
。
２
０
０

３
年
に
は
、
第
32
号
首
相
決
定

を
公
布
し
、「
電
子
賭
博
ゲ
ー

ム
経
営
を
行
う
の
は
企
業
で
あ

り
、
希
望
す
る
企
業
は
審
査
機

関
で
あ
る
計
画
投
資
省
に
許
可

申
請
し
た
上
で
、
首
相
の
判
断

を
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
た
。
認
可
さ
れ
た
企
業
に

は
、
ゲ
ー
ム
機
を
輸
入
す
る
こ

と
認
め
ら
れ
、
そ
の
輸
入
し
た

ゲ
ー
ム
機
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
問

題
が
な
い
か
を
確
認
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
も
規
定

さ
れ
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
に
は
、
こ
う
し
た

電
子
賭
博
ゲ
ー
ム
・
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
店
が
50
カ
所

あ
り
、
こ
れ
ら
は
大
き
く
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
。
１
つ
は
、

機
械
に
よ
る
電
子
賭
博
ゲ
ー
ム

を
運
営
し
て
い
る
企
業
で
、
３

つ
星
以
上
の
ホ
テ
ル
で
営
業
し

て
お
り
、
ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ

ン
を
中
心
に
計
43
カ
所
あ
る

（
グ
ル
ー
プ
１
）。
２
つ
目
は
、

テ
ー
ブ
ル
と
機
械
で
ゲ
ー
ム
を

提
供
し
て
い
る
企
業
で
６
社

（
グ
ル
ー
プ
２
）。
３
つ
目
は
、

カ
ジ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
企
業
で
、
現
在
は
「
ハ

イ
フ
ォ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
合
弁
会
社
」

と
い
う
１
社
だ
け
が
、
ハ
イ

フ
ォ
ン
で
運
営
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
バ
カ
ラ
や
ル
ー
レ
ッ

ト
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ー
ン
な
ど

の
人
気
が
高
い
と
い
う
（
グ

ル
ー
プ
３
）。

　

グ
ル
ー
プ
１
と
グ
ル
ー
プ

２
、
３
と
の
違
い
は
、
電
子
制

御
さ
れ
た
ゲ
ー
ム
の
種
類
に
よ

る
も
の
だ
が
、
ル
ー
ル
は
い
ず

れ
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
、
世

界
的
に
は「
電
子
賭
博
ゲ
ー
ム
」

と
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
と

い
う
。

　

財
務
省
に
よ
れ
ば
、
電
子
賭

博
ゲ
ー
ム
経
営
に
よ
る
売
上
額

は
近
年
、
毎
年
平
均
10
〜
15
％

ず
つ
伸
び
て
お
り
、
２
０
１
１

年
に
は
約
５
兆
ド
ン
に
達
し
、

納
税
額
も
１
兆
５
０
０
０
億
ド

ン
に
達
し
た
と
い
う
。し
か
し
、

全
体
的
な
計
画
が
な
い
た
め
、

許
可
件
数
は
多
い
も
の
の
投
資

規
模
の
小
さ
な
案
件
ば
か
り

で
、
経
営
効
果
は
低
く
、
観
光

開
発
を
推
進
す
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
管

理
体
制
も
甘
く
、
カ
ジ
ノ
場
に

は
入
店
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い

ベ
ト
ナ
ム
人
の
姿
も
あ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
に
６
店
舗
が
こ
の
違

反
で
摘
発
さ
れ
て
い
る
。

　

政
府
は
、
こ
う
し
た
法
律
上

の
不
備
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
２

０
０
７
年
以
降
、
新
し
い
管
理

ホ
テ
ル
で
の
電
子
賭
博
ゲ
ー
ム

収
益
が
増
加
の
一
途

タクシーを公共交通機関
と見なすよう国に要請
ホーチミン市タクシー協会

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
タ
ク
シ
ー
協

会
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
１
２
年

総
括
会
議
を
開
催
し
、
国
が
タ

ク
シ
ー
を
公
共
交
通
機
関
と
見

な
す
よ
う
訴
え
た
。

　

同
協
会
の
タ
・
ロ
ン
・
ヒ
ー

会
長
は
「
２
０
１
２
年
は
経
済

不
況
に
よ
り
タ
ク
シ
ー
の
営
業

活
動
に
も
深
刻
な
影
響
が
あ
っ

た
。
タ
ク
シ
ー
会
社
の
中
に
は

保
有
台
数
を
削
減
し
た
り
、
雇

用
を
減
ら
し
た
と
こ
ろ
も
あ

る
」
と
説
明
。
最
低
給
与
、
車

両
登
録
料
、
道
路
使
用
料
な
ど

の
引
き
上
げ
や
ガ
ソ
リ
ン
価
格

の
変
動
で
厳
し
い
経
営
を
強
い

ら
れ
た
と
述
べ
た
。そ
の
上
で
、

現
在
は
個
人
車
両
と
同
じ
に
見

な
さ
れ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
を

「
公
共
の
旅
客
輸
送
機
関
」
と

み
な
す
よ
う
国
に
求
め
、
タ
ク

シ
ー
業
界
発
展
の
た
め
に
税
制

面
で
の
優
遇
を
訴
え
た
。（
１

月
23
日
ラ
オ
ド
ン
紙
）

公
務
員
制
度
は
旧
態
依
然

ベ
ト
ナ
ム
の
公
務
員
の
30
％
は

「
い
な
い
も
同
然
」　
フ
ッ
ク
副
首
相

　

グ
エ
ン
・
ス
ア
ン
・
フ
ッ
ク

副
首
相
は
こ
の
ほ
ど
、
公
務
員

制
度
改
革
推
進
指
導
委
員
会
の

第
１
回
会
合
に
出
席
し
、「
公

務
員
制
度
は
い
ま
だ
に
旧
態
依

然
と
し
た
ま
ま
で
、
職
員
の
英

知
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
」
と

語
っ
た
。

　

フ
ッ
ク
副
首
相
は
、「
ベ
ト

ナ
ム
に
は
現
在
２
８
０
万
人
の

公
務
員
が
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
２
８
０
万
人
は
力
を
尽
く
し

て
職
務
を
ま
っ
と
う
し
て
い
る

だ
ろ
う
か
？
お
そ
ら
く
、
30
％

の
者
は
い
て
も
い
な
く
て
も
同

じ
だ
。
彼
ら
は
朝
に
出
勤
し
、

夕
方
に
帰
宅
す
る
だ
け
で
、
ど

ん
な
仕
事
に
い
か
な
る
効
果
も

も
た
ら
し
て
い
な
い
。彼
ら
は
、

出
勤
な
ど
し
な
く
て
も
何
も
問

題
が
起
こ
ら
な
い
人
た
ち
だ
」

な
ど
と
問
題
点
を
率
直
に
提

示
。
優
秀
な
公
務
員
を
採
用
す

る
た
め
の
方
法
を
探
る
よ
う
求

め
た
と
い
う
。

　

フ
ッ
ク
副
首
相
が
こ
の
よ
う

に
言
及
し
た
の
は
、
先
月
行
わ

れ
た
２
０
１
３
年
度
人
事
計
画

に
関
す
る
会
合
で
、
ハ
ノ
イ
市

党
委
員
会
検
査
委
員
会
の
チ
ャ

ン
・
チ
ョ
ン
・
ズ
ク
委
員
長
か

ら
、「
公
務
員
採
用
試
験
で
不

正
が
横
行
し
て
い
る
。
多
く
の

地
区
で
１
億
ド
ン
の
「
報
酬
」

を
払
っ
た
受
験
生
の
み
合
格
さ

せ
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、
世

論
の
批
判
が
あ
る
」
と
す
る
指

摘
が
上
が
っ
た
こ
と
に
も
起
因

し
て
い
る
と
い
う
。（
１
月
29

日
ベ
ト
ナ
ム
ネ
ッ
ト
な
ど
）

規
定
が
公
布
さ
れ
る
ま
で
の
措

置
と
し
て
、
カ
ジ
ノ
経
営
の
認

可
停
止
を
指
示
し
て
い
る
。
し

か
も
、
ベ
ト
ナ
ム
は
世
界
貿
易

機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
と
の
合
意
の

中
で
、
ギ
ャ
ン
プ
ル
全
体
の
開

放
は
約
束
し
て
い
な
い
の
だ

が
、
ベ
ト
ナ
ム
市
場
を
注
視
す

る
外
国
企
業
は
後
を
絶
た
ず
、

新
し
い
提
案
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
な
る
と
い
う
。
最
近
で
は
、

米
ラ
ス
ベ
ガ
ス
サ
ン
ズ
が
、
ハ

ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
カ
ジ
ノ

を
含
む
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
建
設

に
意
欲
を
示
し
、
そ
の
投
資
額

は
60
億
ド
ル
に
上
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ゲ
ン

テ
ィ
ン
・
グ
ル
ー
プ
も
、
ク
ア

ン
ニ
ン
省
バ
ン
ド
ン
県
に
カ
ジ

ノ
を
含
む
一
大
レ
ジ
ャ
ー
施
設

を
建
設
す
る
た
め
の
調
査
を
進

め
て
お
り
、
投
資
額
は
40
億
ド

ル
を
超
え
る
と
い
う
。（
１
月

14
日
電
子
新
聞
ベ
ト
ナ
ム
ネ
ッ

ト
な
ど
）
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